
R312B001

ナン バリ ン グ

基礎解析学１ ( Basi c Cal cul us 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1年
理工学部理工

学科
前期

氏名  福田　 亮治， 渡邉　 紘， 沖田　 匡聡( 非) ， 馬場　 清( 非) ， 吉田　 祐治( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

こ れま で学校で習ってき た数学の知識（ 計算の技術や， 論理的な思考方法など ） を系統的に整理し ， 具体的な問題の解決に応用する 力を養いま す。 計算結果に一喜一憂する

のではなく ， なぜそう なる のか， なぜそう なる べき なのかを論理的に考える 習慣を身につけま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つねに抽象的な数理現象と 具体的

な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し ま す。

目標1

目標2

目標3 自分の思考の過程を正確に表現でき る こ と 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

単純な計算， 典型的な計算を常に正し く 実行でき る こ と 。

論理的な文章（ 例えば教科書） を書いてある と おり に正確に理解でき る こ と 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

初等関数の完成と その微積分1

初等関数の完成と その微積分2

初等関数の完成と その微積分3

初等関数の完成と その微積分4

初等関数の完成と その微積分5

初等関数の完成と その微積分6

初等関数の完成と その微積分7

初等関数の完成と その微積分8

初等関数の完成と その微積分9

微積分の利用10

微積分の利用11

微積分の利用12

微積分の利用13

微積分の利用14

微積分の利用15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題を解いても ら う 機会を設けま す。 演

習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の理解度が高

ま り ま す。 　

Moodl e等の活用
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は， 毎週１ 時間程度の予習（ 継続的な学習） が必要です（ 全１ ５ 時間） 。準備

学修

事後

学修

大多数の学生は， 毎週２ 時間程度の復習（ 継続的な学習） が必要です（ 全３ ０ 時間） 。 計算の反復練習を嫌がら ないこ と と ， すぐ には模範解答に頼ら ないこ と

が， 学力の定着と 能力の向上につながり ま す。

教科書

長崎　 憲一， 橋口　 秀子， 横山　 利章 著： 明解　 微分積分[ 改訂版] ， 培風館

参考書

（ １ ） 佐藤　 恒雄， 吉田　 英信， 野澤　 宗平， 宮本　 育子 著： 初歩から 学べる 微積分学， 培風館

（ ２ ） 石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房

必要に応じ て印刷物を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験や小テス ト など

学期末試験

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

学期末の統一試験の結果に担当教員の判断を加味し て総合評価を行いま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う

十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R312B002

ナン バリ ン グ

基礎代数学１ ( Basi c Al gebr a 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1
理工学部理工

学科
前期

氏名  大隈　 ひと み・ 田中　 康彦・ 武口　 博文（ 非） ・ 新庄　 慶基（ 非）

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

連立一次方程式を解く 過程を見直すこ と によ り ， 自然に行列の概念に到達し ま す。 行列の演算のも つ性質を深く 調べる と ， 無味乾燥に思われる 計算が実は幾何学的な意味を

持つこ と に気づき ま す。 単に結果がどう なる かだけではなく ， なぜそう なる かを考える こ と に重点を置き ま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つねに抽象的な数理

現象と 具体的な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し ま す。

目標1

目標2

目標3 行列の基本変形を用いて連立方程式を解く こ と ができ る 。

目標4 論理的な文章（ 例えば教科書） を書いてある と おり に正確に理解でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

単純な計算， 典型的な計算を常に正し く 実行でき る 。

線形変換を表す行列を求める こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

行列と その演算          行列， 加法， ス カラ ー乗法， 乗法， 交換法則， 結合法則1

行列と その演算          行列， 加法， ス カラ ー乗法， 乗法， 交換法則， 結合法則2

行列と その演算          行列， 加法， ス カラ ー乗法， 乗法， 交換法則， 結合法則3

行列と その演算          行列， 加法， ス カラ ー乗法， 乗法， 交換法則， 結合法則4

列式と その応用          行列式， 正則行列， 逆行列5

列式と その応用          行列式， 正則行列， 逆行列6

列式と その応用          行列式， 正則行列， 逆行列7

幾何学的な取り 扱い          直線・ 平面の方程式， 方向ベク ト ル， 法線ベク ト ル， 一次変換8

幾何学的な取り 扱い          直線・ 平面の方程式， 方向ベク ト ル， 法線ベク ト ル， 一次変換9

幾何学的な取り 扱い          直線・ 平面の方程式， 方向ベク ト ル， 法線ベク ト ル， 一次変換10

幾何学的な取り 扱い          直線・ 平面の方程式， 方向ベク ト ル， 法線ベク ト ル， 一次変換11

連立一次方程式の解法          係数行列、 拡大係数行列， 掃き 出し 法12

連立一次方程式の解法          係数行列、 拡大係数行列， 掃き 出し 法13

連立一次方程式の解法          係数行列、 拡大係数行列， 掃き 出し 法14

線形代数の応用15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて， 演習問題を解いても ら う 機会を設けま す。 演

習問題に積極的に取り 組むこ と によ って， その前後の講義の理解度が高

ま り ま す。

習熟度別ク ラ ス 編成を行いま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は、 毎週１ 時間程度の予習（ 継続的な学習） が必要です（ 全１ ５ 時間） 。準備

学修

事後

学修

大多数の学生は、 毎週２ 時間程度の復習（ 継続的な学習） が必要です（ 全３ ０ 時間） 。

教科書

高橋　 大輔 著： 理工基礎線形代数， サイ エンス 社

参考書

石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房

基礎数学研究会 編： 新版基礎線形代数， 東海大学出版会

必要に応じ て印刷物を配付し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート ま たは中間試験

期末試験

50% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

学期末の統一試験の結果に担当教員の判断を加味し て総合評価を行いま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う

十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。 　

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R312B003

ナン バリ ン グ

基礎解析学２ ( Basi c Cal cul us 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  渡邉　 紘・ 原　 恭彦・ 吉田　 祐治( 非) ・ 馬場　 清( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

われわれのま わり の自然現象が， さ ま ざま な関数を使って記述さ れる こ と に気づいても ら いま す。 そのう えで， それら の関数の性質を調べる ための手段・ 道具と し て， 微分

積分法の基礎を身につけま す。 単に結果がど う なる かだけではなく ， なぜそう なる かを考える こ と に重点を置き ま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つねに抽象的

な数理現象と 具体的な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し ま す。

目標1

目標2

目標3 自分の思考の過程を正確に表現でき る こ と 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

初等関数の微分積分など の単純な計算， 典型的な計算がつねに正し く 実行でき る こ と 。

論理的な文章をじ っく り と 読んで， 書いてある と おり に理解でき る こ と 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

微分法の基礎理論　 　 　 　   微分の連鎖， 平均値の定理， テイ ラ ー近似式1

微分法の基礎理論　 　 　 　   微分の連鎖， 平均値の定理， テイ ラ ー近似式2

微分法の基礎理論　 　 　 　   微分の連鎖， 平均値の定理， テイ ラ ー近似式3

微分法の基礎理論　 　 　 　   微分の連鎖， 平均値の定理， テイ ラ ー近似式4

微分法の基礎理論　 　 　 　   微分の連鎖， 平均値の定理， テイ ラ ー近似式5

積分法の基礎理論　 　 　 　   置換積分， 部分積分， 広義積分6

積分法の基礎理論　 　 　 　   置換積分， 部分積分， 広義積分7

積分法の基礎理論　 　 　 　   置換積分， 部分積分， 広義積分8

積分法の基礎理論　 　 　 　   置換積分， 部分積分， 広義積分9

積分法の基礎理論　 　 　 　   置換積分， 部分積分， 広義積分10

微積分の応用　 　 　 　 　 　 　 関数の増減， 極値問題， 定積分に帰着する 和の極限値11

微積分の応用　 　 　 　 　 　 　 関数の増減， 極値問題， 定積分に帰着する 和の極限値12

微積分の応用　 　 　 　 　 　 　 関数の増減， 極値問題， 定積分に帰着する 和の極限値13

微積分の応用　 　 　 　 　 　 　 関数の増減， 極値問題， 定積分に帰着する 和の極限値14

微積分の応用　 　 　 　 　 　 　 関数の増減， 極値問題， 定積分に帰着する 和の極限値15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題を解いても ら う 機会を設けま す。 演

習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の理解度が高

ま り ま す。

習熟度別ク ラ ス 編成を行いま す。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書を使って予習し ま し ょ う 。 ( 15h)準備

学修

事後

学修

教科書を使って復習し ま し ょ う 。 ( 30h)

教科書

長崎　 憲一， 橋口　 秀子， 横山　 利章 著： 明解 微分積分 改訂版， 培風館， 2019年,  I SBN9784563012298

参考書

（ １ ） 佐藤　 恒雄， 吉田　 英信， 野澤　 宗平， 宮本　 育子 著： 初歩から 学べる 微積分学， 培風館

（ ２ ） 石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房

必要に応じ て印刷物を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

中間試験や小テス ト など

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

学期末の統一試験の結果に担当教員の判断を加味し て総合評価を行いま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う

十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R312B004

ナン バリ ン グ

基礎代数学２ ( Basi c Al gebr a 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  寺井　 伸浩・ 大隈　 ひと み・ 新庄　 慶基( 非) ・ 武口　 博文( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

方程式が定める 図形と いう 考え方をおし 進めて， 図形のも つ幾何学的性質を代数的な計算によ って調べる 方法を身につけま す。 抽象的な概念に対し て， その具体的なイ メ ー

ジを思い浮かべる 練習をし ま す。 単に結果がど う なる かだけではなく ， なぜそう なる かを考える こ と に重点を置き ま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つねに抽象

的な数理現象と 具体的な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し ま す。

目標1

目標2

目標3 自分の思考の過程を正確に表現でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

ベク ト ルや行列の線型演算と ， それに付随する さ ま ざま な概念を説明でき る 。

論理的な文章をじ っく り と 読んで， 書いてある と おり に理解でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

行列の基本変形と その応用        　 基本変形， 階数， 正則行列， 逆行列1

行列の基本変形と その応用        　 基本変形， 階数， 正則行列， 逆行列2

行列の基本変形と その応用        　 基本変形， 階数， 正則行列， 逆行列3

行列の基本変形と その応用        　 基本変形， 階数， 正則行列， 逆行列4

行列の基本変形と その応用        　 基本変形， 階数， 正則行列， 逆行列5

固有値問題と その応用   　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化6

固有値問題と その応用   　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化7

固有値問題と その応用   　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化8

固有値問題と その応用   　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化9

固有値問題と その応用   　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化10

固有値問題の発展　          　 　 　  対称行列， 直交行列， 正規直交基底， 二次形式， 符号11

固有値問題の発展　          　 　 　  対称行列， 直交行列， 正規直交基底， 二次形式， 符号12

固有値問題の発展　          　 　 　  対称行列， 直交行列， 正規直交基底， 二次形式， 符号13

固有値問題の発展　          　 　 　  対称行列， 直交行列， 正規直交基底， 二次形式， 符号14

固有値問題の発展　          　 　 　  対称行列， 直交行列， 正規直交基底， 二次形式， 符号15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて， 演習問題を解いても ら う 機会を設けま す。 演

習問題に積極的に取り 組むこ と によ って， その前後の講義の理解度が高

ま り ま す。

習熟度別ク ラ ス 編成を行いま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は， 毎週１ 時間程度の予習（ 継続的な学習） が必要です（ 全１ ５ 時間） 。 教科書をあら かじ め読んでおき ， 疑問点を整理し ておく と 良いでし ょ う

。
準備

学修

事後

学修

大多数の学生は， 毎週２ 時間程度の復習（ 継続的な学習） が必要です（ 全３ ０ 時間） 。 教科書やノ ート を参考に自分で練習問題を解く こ と が， 学力の定着につ

ながり ま す。

教科書

高橋　 大輔 著： 理工基礎線形代数,  サイ エンス 社,  2000年,  978-4-7819-0968-4

参考書

石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房,  1999年,  978-4-7853-1517-7

基礎数学研究会 編： 新版基礎線形代数， 東海大学出版会,  2007年,  978-4486017479

必要に応じ て印刷物を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学期末統一試験

中間試験や小テス ト など

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

学期末の統一試験の結果に担当教員の判断を加味し て総合評価を行いま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う

十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R312B005

ナン バリ ン グ

基礎解析学３ ( Basi c Cal cul us 3)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  吉川　 周二・ 吉田　 祐治( 非) ・ 馬場　 清( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

われわれのま わり の自然現象が， さ ま ざま な関数を使って記述さ れる こ と に気づいても ら いま す。 そのう えで， それら の関数の性質を調べる ための手段・ 道具と し て多変数

関数の微分積分法の基礎を身につけま す。 単に結果がど う なる かだけではなく ， なぜそう なる かを考える こ と に重点を置き ま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つ

ねに抽象的な数理現象と 具体的な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し

ま す。

目標1

目標2

目標3 自分の思考の過程を正確に表現でき る こ と 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○

基本的な関数の偏微分や重積分など の単純な計算， 典型的な計算がつねに正し く 実行でき る こ と 。

論理的な文章をじ っく り と 読んで， 書いてある と おり に理解でき る こ と 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

微分法の基礎理論 ： 偏微分， 微分の連鎖， 陰関数1

微分法の基礎理論： 偏微分， 微分の連鎖， 陰関数2

微分法の基礎理論 ： 偏微分， 微分の連鎖， 陰関数3

微分法の基礎理論 ：  偏微分， 微分の連鎖， 陰関数4

微分法の基礎理論： 偏微分， 微分の連鎖， 陰関数5

積分法の基礎理論 ：  重積分， 逐次積分， 変数変換6

積分法の基礎理論：  重積分， 逐次積分， 変数変換7

中間テス ト8

積分法の基礎理論 ：  重積分， 逐次積分， 変数変換9

積分法の基礎理論 ：  重積分， 逐次積分， 変数変換10

微積分の応用 ： 極値問題， 立体の体積や表面積11

微積分の応用 ：  極値問題， 立体の体積や表面積12

微積分の応用 ： 極値問題， 立体の体積や表面積13

微積分の応用 ：  極値問題， 立体の体積や表面積14

微積分の応用 ： 極値問題， 立体の体積や表面積15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題を解いても ら う 機会を設けま す。 演

習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の理解度が高

ま り ま す。

演習問題を豊富に準備し ている 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は、 毎週１ 時間程度の予習（ 継続的な学習） が必要です（ 全１ ５ 時間） 。準備

学修

事後

学修

大多数の学生は、 毎週２ 時間程度の復習（ 継続的な学習） が必要です（ 全３ ０ 時間） 。

教科書

長崎　 憲一， 橋口 秀子， 横山　 利章 著： 明解　 微分積分， 培風館

参考書

（ １ ） 佐藤　 恒雄， 吉田　 英信， 野澤　 宗平， 宮本　 育子 著： 初歩から 学べる 微積分学， 培風館

（ ２ ） 石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房

必要に応じ て印刷物を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間テス ト や小テス ト ・ 演習など

期末テス ト

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

学期末の統一試験の結果に担当教員の判断を加味し て総合評価を行いま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う

十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R312B006

ナン バリ ン グ

基礎代数学３ ( Basi c Al gebr a 3)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  小畑　 経史( 非) ・ 新庄　 慶基( 非) ・ 武口　 博文( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

行列の図形を移動さ せる 働き に着目し て， ど のよ う な行列によ って， どのよ う な図形が， ど のよ う な図形に移る かを考えま す。 抽象的な概念に対し て， その具体的なイ メ ー

ジを思い浮かべる 練習をし ま す。 単に結果がど う なる かだけではなく ， なぜそう なる かを考える こ と に重点を置き ま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つねに抽象

的な数理現象と 具体的な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し ま す。

目標1

目標2

目標3 自分の思考の過程を正確に表現でき る こ と 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

連立一次方程式の解法を理解し ， 固有値や固有ベク ト ルの計算に活用でき る こ と 。

論理的な文章をじ っく り と 読んで， 書いてある と おり に理解でき る こ と 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

行列の基本変形と その応用： 　 基本変形， 階数， 逆行列， 連立一次方程式1

行列の基本変形と その応用： 　 基本変形， 階数， 逆行列， 連立一次方程式2

行列の基本変形と その応用： 　 基本変形， 階数， 逆行列， 連立一次方程式3

行列の基本変形と その応用： 　 基本変形， 階数， 逆行列， 連立一次方程式4

行列の基本変形と その応用： 　 基本変形， 階数， 逆行列， 連立一次方程式5

行列式と その応用： 　 　 　 　 　 行列式， 置換， 符号， 余因子展開， 外積ベク ト ル6

行列式と その応用： 　 　 　 　 　 行列式， 置換， 符号， 余因子展開， 外積ベク ト ル7

行列式と その応用： 　 　 　 　 　 行列式， 置換， 符号， 余因子展開， 外積ベク ト ル8

行列式と その応用： 　 　 　 　 　 行列式， 置換， 符号， 余因子展開， 外積ベク ト ル9

行列式と その応用： 　 　 　 　 　 行列式， 置換， 符号， 余因子展開， 外積ベク ト ル10

固有値と その応用： 　 　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化11

固有値と その応用： 　 　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化12

固有値と その応用： 　 　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化13

固有値と その応用： 　 　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化14

固有値と その応用： 　 　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題（ 基礎的・ 発展的） を解く 機会を設

けま す。 演習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の

理解度が高ま り ま す。

習熟度別ク ラ ス 編成を行いま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は、 毎週１ 時間程度の予習（ 継続的な学習） が必要です（ 全１ ５ 時間） 。 あら かじ め教科書を読み疑問点を整理し ておく こ と 、 計算問題を解いて

おく こ と はよ い予習のやり 方です。
準備

学修

事後

学修

大多数の学生は、 毎週２ 時間程度の復習（ 継続的な学習） が必要です（ 全３ ０ 時間） 。 ノ ート を読んで論理の進行を追える か確かめてく ださ い。 練習問題（ 計

算問題、 証明問題） を解く こ と は、 理解の定着のためには必須の事項です。

教科書

高橋　 大輔 著： 理工基礎線形代数， サイ エンス 社

参考書

石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房

基礎数学研究会 編： 新版基礎線形代数， 東海大学出版会

必要に応じ て印刷物を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学期末統一試験

中間試験や小テス ト

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

全ク ラ ス で学期末統一試験を実施し ま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う 十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R312B007

ナン バリ ン グ

力学( Mechani cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 1年
理工学部理工

学科
前期

氏名  長屋　 智之， 末谷　 大道， 岩下　 拓哉， 近藤　 隆司

E-mai l    nagaya@oi t a-u. ac. j p,  suet ani @oi t a-u. ac. j p, t i washi t a@oi t a-u. ac. j p,  r yuj i -kondo@susi .

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

力学は物理学の分野の中で最も 基礎的なも のである 。 物理法則の基本理論を簡潔に記述し ており ， 他の分野の体系化を行う 際のモデルと なる 。 こ こ では， 質点に作用する 力

と 運動の関係について， 微積分を基礎にし たニュ ート ン力学を学び， こ れをも と に物理学の基本的考え方を理解する 。

目標1

目標2

目標3 仕事と エネルギーについて把握し ， 保存力について力学的エネルギー保存則を理解でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

座標， 速度， 加速度の関係を微分・ 積分を用いて記述する 運動学を理解でき る 。

ニュ ート ンの運動方程式を理解でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

運動の表し 方（ １ ） 　 位置と 座標系， 極座標， 次元1

運動の表し 方（ １ ） 　 ベク ト ルの基本， 問題演習2

運動の表し 方（ ２ ） 　 速さ ， 速度， 加速度， 等加速度運動3

運動の表し 方（ ２ ） 　 円運動， ホド グラ ム4

運動の表し 方（ ２ ） 　 問題演習5

力と 運動　 ニュ ート ンの運動法則， 色々な力6

力と 運動　 問題演習7

中間試験8

色々な運動　 放物運動， 空気抵抗9

色々な運動　 微分方程式の変数分離法によ る 解法10

色々な運動　 束縛運動， 単振動11

色々な運動　 演習12

エネルギーと その保存則　 仕事， 保存力13

エネルギーと その保存則　 位置エネルギー， エネルギー積分14

エネルギーと その保存則　 問題演習15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

内容の理解には数式の導出が必要になる ため， 講義の途中で隣の学生と

の教え合いの時間を設ける 。 演習問題は宿題と し ， 受講生が板書し て解

答する 。

LMS( Moodl e) を利用する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書や参考文献等の情報を必要に応じ て予習する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

演習課題に取り 組む( 45h) 。

教科書

永田一清著　 「 新・ 基礎力学」 サイ エンス 社， ２ ０ ０ ５ 年

参考書

参考書を指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間テス ト

期末テス ト

50% ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
高校ま での力学と 違って， 微積分をベース にし て運動の法則を考察する 。 高校ま での数学的知識が不足し ている と ， 講義内容が分から なく なる ので， 高校数学の復

習を行う こ と 。 教員が指示する 宿題を行う こ と 。

備考
再履修は， 元々受講し ていた教員のク ラ ス を受講する 。

リ ン ク
URL

mailto:nagaya@oita-u.ac.jp
mailto:suetani@oita-u.ac.jp
mailto:tiwashita@oita-u.ac.jp


R312B008

ナン バリ ン グ

データ サイ エン ス( Dat a Sci ence)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修（ 物理学

連携， 電気電

子， 機械工学

， 知能機

2 1年

理工学部理工

学科　 物理学

連携プロ グラ

ム， 電気エネ

後期

氏名  貞弘晃宜（ 取り 纏め） ， 近藤隆司， 工藤孝人， 池内秀隆， 平田　 誠， 西垣　 肇， 富来礼次

E-mai l    sadahi r o@oi t a-u. ac. j p（ 貞弘）    内線   7802（ 貞弘）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

デジタ ル化と グロ ーバル化の急速な普及によ り 社会・ 産業の転換が大き く 進んでいる 。 データ と それを扱う 数理およ びそれら を活用し た AI  は、 今後のデータ 駆動型社会に

おいて、 全ての学生が学び身につける べき リ ベラ ルアーツ である と いえる 。 本講義では「 数理・ データ サイ エンス ・ AI （ リ テラ シーレ ベル） モデルカリ キュ ラ ム」 の導入・

基礎・ 心得にあたる 部分を講義・ グループワ ーク ・ 実データ を用いた演習によ り 修養する 。

目標1

目標2

目標3 データ の特徴を読み解き 、 起き ている 事象の背景や意味合いを理解でき る

目標4 データ の比較対象を正し く 設定し 、 数字を比べる こ と ができ る

目標5 適切な可視化手法を選択し 、 他者にデータ を説明でき る

目標6 データ ・ AI を利活用する 際に求めら れる モラ ルや倫理について理解する

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○

データ ・ AI  によ って、 社会及び日常生活が大き く 変化し ている こ と を理解する

帰納的推論と 演繹的推論の違いと それら の利点・ 欠点を理解する

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

授業の進め方・ データ サイ エンス 入門と の関係1

社会における データ ・ AI 利活用 #1（ グループワ ーク ）2

社会における データ ・ AI 利活用 #2（ 成果発表）3

データ リ テラ シー： 準備、 データ を扱う （ データ の並び替え、 csv）4

データ リ テラ シー： データ を読む１ （ データ の種類と データ の分布）5

データ リ テラ シー： データ を読む２ （ 相関と 因果、 母集団と 標本抽出）6

データ リ テラ シー： データ を読む３ （ ク ロ ス 集計、 分割表、 相関係数行列、 散布図行列）7

データ リ テラ シー： データ を説明する １ （ データ 表現・ チャ ート 化）8

データ リ テラ シー： データ を説明する ２ （ データ の比較・ 不適切なグラ フ 表現）9

機械学習： 教師あり 学習１ （ 線形回帰分析、 SVM）10

機械学習： 教師あり 学習２ （ 決定木分析、 NN）11

機械学習： 教師あり 学習３ （ ナイ ーブベイ ズ法,  K-NN）12

機械学習： 教師なし 学習１ （ ク ラ ス タ ー分析、 主成分分析、 因子分析）13

機械学習： 教師なし 学習２ （ アソ シエーショ ン分析）14

データ ・ AI 利活用における 留意事項（ グループワ ーク ）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習を行う こ と によ り 理解度の確認を行う 。 なし
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

データ サイ エンス 入門の知識の確認を授業前に行う こ と （ ３ ０ 分）準備

学修

事後

学修

学習内容の復習を行う こ と （ ６ ０ 分）

教科書

教養と し てのデータ サイ エンス （ データ サイ エンス 入門シリ ーズ） , 北川 源四郎, 講談社， 1, 980円（ 税込） ， 2021年

参考書

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート ・ 演習 100% ○ ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
授業で演習を行う ので， ノ ート パソ コ ン持参のこ と 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:sadahiro@oita-u.ac.jp


R342B009

ナン バリ ン グ

原子と 分子( At oms and Mol ecul es)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

オン ラ イ ン （ オン デマ

ンド 型）

必修／選択 2 １ 年
理工学部理工

学科
前期

氏名  大賀　 恭

E-mai l    yohga@oi t a-u. ac. j p   内線   7958

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

物質科学の基礎と し ての化学を， 原子・ 分子と いう 微視的観点から 学ぶこ と によ って， 物質の成り 立ちについての理解を深める こ と を目指す。

目標1

目標2

目標3 原子同士の結合の種類と それら の成り 立ちを説明でき る

目標4 結合様式の違いに基づいて， 物質の構造と 性質を説明でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

基本物理量， 単位を用いて， 適切な有効数字で測定値を表現・ 取り 扱う こ と ができ る

物質を構成する 基本単位である 原子の構造を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

受講にあたっての注意事項， 第1章　 化学の基本： 物質の分類1

第1章　 化学の基本： 元素と 元素記号2

第2章　 単位と 測定値の扱い： SI 単位3

第2章　 単位と 測定値の扱い： 有効数字4

第3章　 原子の構造と 性質： 電子と 原子核5

第3章　 原子の構造と 性質： ボーアのモデル6

第3章　 原子の構造と 性質： 原子軌道7

第3章　 原子の構造と 性質： 電子配置8

第4章　 原子から 分子へ： 共有結合9

第4章　 原子から 分子へ： 混成軌道10

第4章　 原子から 分子へ： π結合・ 共鳴11

第4章　 原子から 分子へ： 電子対反発則・ 極性12

第4章　 原子から 分子へ：  分散力・ 水素結合13

第5章　 いろいろな結晶： イ オン結晶・ 金属結晶・ 共有結合結晶14

第5章　 いろいろな結晶： 半導体15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回の講義内容に関する チェ ッ ク テス ト と 演習問題を課す。 毎回の課題は添削・ 採点し て， 解答例と 解説を付けて返却する

。 特に理解が不十分だと 思われる 点は， 解説のオンデマンド 資

料を作って復習に役立つよ う にする 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前に教科書， 講義資料に目を通し ておく ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

毎回の講義内容に関する １ ～２ 題の演習問題を課すので， 教科書， 講義資料を見直し ながら 問題を解いて復習する こ と ( 30h) 。

教科書

浅野 努， 上野正勝， 大賀 恭 共著「 第４ 版 FRESHMAN化学」 ， 学術図書出版社， 2022年， I SBN 978-4-7806--1034-5

参考書

浅野　 努， 荒川　 剛， 菊川　 清　 共著「 第4版　 化学－物質・ エネルギー・ 環境－」 ， 学術図書出版社， 2008年， I SBN 978-4-7806-0117-6

浅野　 努， 上野正勝， 大賀　 恭　 共著「 原子・ 分子から 学ぶ化学の世界－基礎化学・ エネルギー・ 環境－」 ， 学術図書出版社， 2009年， I SBN 978-4-7806-0172-5

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

毎回の演習課題

毎回のチェ ッ ク テス ト

期末試験

40% ○ ○ ○ ○

10% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

注意事項
講義はプロ ジェ ク タ を用いて行う 。 画面に表示する 内容（ 講義資料） は， 事前にMoodl eから ダウ ンロ ード する こ と 。 関数電卓， excel の操作ができ る よ う にし ておく

こ と 。

備考
複数コ ース 対象科目である ため， 「 具体的な到達目標」 の「 DP項目と の対応」 は， 「 大分大学理工学部卒業認定・ 学位授与の方針」 と の対応を記載し ている 。

リ ン ク
URL

mailto:yohga@oita-u.ac.jp


R342B010

ナン バリ ン グ

物質の状態と 変化( St at es and Changes of  Mat t er )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

オン ラ イ ン （ オン デマ

ンド 型）

選択 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  大賀　 恭

E-mai l    yohga@oi t a-u. ac. j p   内線   7958

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

前期開講の「 原子と 分子」 の内容を踏ま えて， 原子・ 分子の集合体と いう 巨視的観点から 物質をと ら え， 物質の状態と 変化の背後にある 原理について学ぶこ と によ って， よ

り いっそう 物質についての理解を深める こ と を目指し ， 特に基本原理の理解に重点を置く 。

目標1

目標2

目標3 化学反応を支配する 因子に基づいて， 反応機構を説明でき る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

状態図に基づいて， 物質の状態と 相変化を説明でき る

熱力学第一法則， 第二法則， 第三法則に基づいて， 関連する 自然現象を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

受講にあたっての注意事項， 第6章　 分子の世界１ ： 相図1

第6章　 分子の世界１ ： 状態方程式2

第7章　 分子の世界２ ： 固体と 液体3

第7章　 分子の世界２ ： 溶液の性質4

第8章　 エネルギーと エント ロ ピ ー： エンタ ルピ ー5

第8章　 エネルギーと エント ロ ピ ー： エント ロ ピ ー6

第8章　 エネルギーと エント ロ ピ ー： ギブズエネルギー7

第9章　 化学平衡の原理： 平衡定数8

第9章　 化学平衡の原理： ルシャ ト リ エの原理9

第10章　 酸と 塩基： 酸解離定数10

第10章　 酸と 塩基： 中和反応と 酸塩基滴定11

第11章　 酸化と 還元： 酸化数12

第11章　 酸化と 還元： 電池13

第12章　 反応の速度： 速度定数と アレ ニウ ス 式14

第12章　 反応の速度： 触媒の働き15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回の講義内容に関する チェ ッ ク テス ト と 演習問題を課す。 毎回の課題は添削・ 採点し て， 解答例と 解説を付けて返却する

。 特に理解が不十分だと 思われる 点は， 解説のオンデマンド 資

料を作って復習に役立つよ う にする 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前に教科書， 講義資料に目を通し ておく ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

毎回の講義内容に関する １ ～２ 題の演習問題を課すので， 教科書， 講義資料を見直し ながら 問題を解いて復習する こ と ( 30h) 。

教科書

浅野　 努， 上野正勝， 大賀　 恭　 共著「 第４ 版　 FRESHMAN化学」 ， 学術図書出版社， 2022年， I SBN 978-4-7806-1034-5

参考書

浅野　 努， 荒川　 剛， 菊川　 清　 共著「 第4版　 化学－物質・ エネルギー・ 環境－」 ， 学術図書出版社， 2008年， I SBN 978-4-7806-0117-6

浅野　 努， 上野正勝， 大賀　 恭　 共著「 原子・ 分子から 学ぶ化学の世界－基礎化学・ エネルギー・ 環境－」 ， 学術図書出版社， 2009年， I SBN 978-4-7806-0172-5

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

毎回の演習課題

毎回のチェ ッ ク テス ト

期末試験

40% ○ ○ ○

10% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
講義はプロ ジェ ク タ を用いて行う 。 画面に表示する 内容（ 講義資料） は事前にMoodl eから ダウ ンロ ード する こ と 。 関数電卓の操作， パソ コ ンを用いてグラ フ 作成や

データ 処理ができ る よ う にし ておく こ と 。 こ の科目を履修する ためには前期開講の「 原子と 分子」 を履修し ている こ と が望ま し い。

備考
複数コ ース 対象科目である ため， 「 具体的な到達目標」 の「 DP項目と の対応」 は「 大分大学理工学部卒業認定・ 学位授与の方針」 と の対応を記載し ている 。

リ ン ク
URL

mailto:yohga@oita-u.ac.jp


R312B011

ナン バリ ン グ

微分方程式( Di f f er ent i al  Equat i ons)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  吉川　 周二／内田　 俊／豊坂　 祐樹( 非）

E-mai l    r f ukuda@oi t a-u. ac. j p( 福田)    内線   7860( 福田)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

様々な分野で使用さ れる 常微分方程式について， 基本的な概念や考え方を身につけた上で， 微分方程式が必要と なる 状況や解が持つ意味など の理解を目指し ま す。 特に， ２

階ま での線形微分方程式にたいし ては， 基本的な計算が出来る よ う になり ， それぞれの分野で実践的に微分方程式を生かせる よ う になる こ と を目標と し ま す。

目標1

目標2

目標3 定係数の連立微分方程式に対し て， 一般解を求める 汎用的な考え方を理解する 。

目標4 連立微分方程式と 高階の線形微分方程式の関係を理解する 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

常微分方程式の一般解， 特殊解， 解の一意性と いった基本的な概念を身につける 。

1階およ び2階の常微分方程式に対し て， 斉次， 非斉次の場合に一般解や初期条件を満たす解を求めら れる よ う になる 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

微積分の復習その１ ( 初等関数と 微分)1

微積分の復習その２ ( 積分)2

微分方程式入門 ( 方程式の種類， 解について)3

定係数1階常微分方程式( 斉次)4

定係数1階常微分方程式( 非斉次)5

1階常微分方程式( 非定係数)6

1階常微分方程式( ま と め， 発展)7

定係数斉次２ 階微分方程式8

定係数非斉次２ 階微分方程式9

初期値問題10

非定係数２ 階微分方程式11

2階常微分方程式( ま と め， 発展)12

連立微分方程式と 高階の微分方程式13

連立微分方程式の解法14

全体の復習およ び発展15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業の方針や関連事項， 演習の解答例およ び， 補足説明をWebページで

公開し ， こ れら を用いた時間外の学習を前提と し て授業を行う 。

必要に応じ て理解を確かめ演習やレ ポート を設定し ， 常時質問

を受け付けながら 講義を進めま す。 ま た状況に応じ て授業で復

習的な内容を取り 入れま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

今ま でに学習し た内容を， 教科書やWebページなど で復習する 。 シラ バス の説明や事前の予告によ り ， 次に必要と なる 事項を予測し あら かじ め基礎と なる 事項

については理解し ておく 。 ( 演習を解く のに要し た時間の３ 倍程度の学習が必要) （ 30ｈ ）
準備

学修

事後

学修

学習し た内容に対し て， 演習を中心に， 分から ないこ と を整理する 。 その上で， 教科書， Webページなど を 用いて， 理解する ための復習をする 。 最終的に分か

ら ない部分を教員に質問, 相談する 。 ( 演習を解く のに要し た時間の５ 倍程度の学習が必要) （ 15ｈ ）

教科書

微分方程式概説（ サイ エンス 社）

参考書

参考書は指定し ない

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習( レ ポート を含む)

試験

30% ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

注意事項
理解度には個人差がある ので， 分から ない部分は質問する など し て， 自分の責任で解決し てく ださ い。 こ の授業は複数の教員で分担し て担当し ていま す。  教員によ

って扱いが違う と こ ろがあり ま すので， レ ポート や試験など のアナウ ンス はど ちら の教員のも のなのかを必ず確認し てく ださ い。

備考
連絡先は統括をし ている 福田のも のです．

担当の教員の連絡先が分かる 場合はそちら に連絡し てく ださ い．

リ ン ク
URL

mailto:rfukuda@oita-u.ac.jp


R312B012

ナン バリ ン グ

複素関数( Compl ex Funct i ons)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

所属するプロ

グラ ムによ っ

て選択， 必修

が異なり ま

2

所属する プロ

グラ ムによ っ

て学年（ 2年

， 3年） が

理工学部理工

学科
前期

氏名  吉川周二／豊坂祐樹（ 非） ／坊向伸隆

E-mai l    r f ukuda@oi t a-u. ac. j p   内線   7860

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

フ ーリ エ解析など の様々な場面で複素数を用いた解析が用いら れていま す。 こ れら を正し く 理解し て使いこ なすためには， 複素関数に対する 微分， 積分の考え方や性質を正

し く 理解する 必要があり ま す。 こ の授業では， 複素数， 複素関数に関し て， 四則演算や極座標など の基本的概念， コ ーシーの積分定理や留数の定理など の基本的性質を理解

する こ と を目標と し ま す。

目標1

目標2

目標3 複素線積分の定義を理解し ， 計算が出来る よ う になる 。

目標4 コ ーシーの積分定理， コ ーシーの積分公式， 留数の定理など 複素線積分に関わる 性質を理解する 。

目標5 留数の定理を実積分に応用でき る よ う になる 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

複素数の四則演算， 極座標表示など ， 基本的性質を理解する 。

コ ーシー・ リ ーマンの方程式など複素微分に関わる 性質を理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

導入： 複素数と 複素関数1

複素数の四則演算， 大き さ ， 極座標表示2

n乗根の計算3

初等関数の複素化4

複素微分と コ ーシー・ リ ーマンの方程式5

複素線積分6

コ ーシーの積分定理7

コ ーシーの積分公式8

特異点， 留数9

留数の定理10

実積分への応用（ 有理関数の積分， 1位の極の場合）11

実積分への応用（ 有理関数の積分， 1位の極でない場合）12

実積分への応用（ 三角関数の周回積分）13

実積分への応用（ フ ーリ エ積分）14

全体の復習およ び発展15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

必要に応じ て理解を確かめ演習やレ ポート を設定し ， 常時質問を受け付

けながら 講義を進めま す。 ま た状況に応じ て授業で復習的な内容を取り

入れま す。

なし 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

入学前を含め， 以前に学習し た内容を復習し ておく （ 20ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

それぞれの時点ま での内容を理解する ま で復習する 。 ま た， 演習ま たはレ ポート 課題が与えら れた際にはその課題にも 取り 組む（ 5ｈ ） 。

教科書

担当教員ごと に授業のはじ めに配付も し く は指定し ま す。

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習ま たはレ ポート 課題

期末試験

30% ○ ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○ ○

主に期末試験で評価し ま す。 必要に応じ て最大3割程度， 演習ま たはレ ポート の点数を加味し ま す。

注意事項
理解度には個人差がある ので， 分から ない部分は質問する など し て， 自分の責任で解決し てく ださ い。

備考
連絡先はこ の科目の統括をし ている 福田亮治のも のになっていま す。

担当教員の連絡先が分かる 場合はそちら に連絡し てく ださ い。

リ ン ク
URL

mailto:rfukuda@oita-u.ac.jp


R312B013

ナン バリ ン グ

ベク ト ル解析( Vect or  Cal cul us)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  福田　 亮治・ 豊坂　 祐樹( 非) ・ 馬場　 清( 非)

E-mai l    r f ukuda@oi t a-u. ac. j p( 福田)    内線   7860( 福田)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

３ 次元空間の中の物体など、 ベク ト ルで表さ れた解析対象を， 微分や積分を用いて解析する 上で必要と なる 概念や性質についてその基本的な部分を解説する 。 形式的な計算

だけではなく 、 理論的な背景を正し く 理解し て３ 次元空間のイ メ ージをベク ト ル解析の立場から と ら え、 実際の現象を数式に結びつける こ と のでき る 感覚を身に付ける こ と

を目的と する ．

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○曲線の長さ 、 曲率、 曲面の面積、 ス カラ ー場やベク ト ル場の勾配、 ラ プラ ス 演算子、 線積分、 面積分、 体積分など について正し

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

線形代数と 微分積分の総論1

線形代数の復習2

微分積分の復習3

空間曲線4

接線ベク ト ル， 主法線ベク ト ル， 従法線ベク ト ル5

曲率， ねじ れ率6

曲面( 面積， 接平面)7

ス カラ ー場の微分8

ベク ト ル場の微分( 微分演算子)9

ス カラ ー場, ベク ト ル場の微分の公式10

線積分11

面積分12

ガウ ス の発散定理13

グリ ーンの公式と ス ト ーク ス の定理，14

ベク ト ル解析の展望15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題（ 基礎的・ 発展的） を解く 機会を設

けま す。 演習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の

理解度が高ま り ま す。

必要に応じ て理解を確かめ演習やレ ポート を設定し ， 常時質問

を受け付けながら 講義を進めま す。 ま た状況に応じ て授業で復

習的な内容を取り 入れま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

今ま でに学習し た内容を， 教科書やWebページなど で復習する 。 シラ バス の説明や事前の予告によ り ， 次に必要と なる 事項を予測し あら かじ め基礎と なる 事項

については理解し ておく 。 ( 演習を解く のに要し た時間の３ 倍程度の学習が必要) （ 30ｈ ）
準備

学修

事後

学修

学習し た内容に対し て， 演習を中心に， 分から ないこ と を整理する 。 その上で， 教科書， Webページなど を 用いて， 理解する ための復習をする 。 最終的に分か

ら ない部分を教員に質問, 相談する 。 ( 演習を解く のに要し た時間の５ 倍程度の学習が必要) （ 15ｈ )

教科書

基礎と 応用ベク ト ル解析,  サイ エンス 社

参考書

指定なし

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習( レ ポート を含む)

試験

30% ○

70% ○

注意事項
理解度には個人差がある ので， 分から ない部分は質問する など し て， 自分の責任で解決し てく ださ い。 こ の授業は複数の教員で分担し て担当し ていま す。  教員によ

って扱いが違う と こ ろがあり ま すので， レ ポート や試験など のアナウ ンス はど ちら の教員のも のなのかを必ず確認し てく ださ い。

備考
連絡先はこ の科目の統括をし ている 福田亮治のも のになっていま す．

担当教員の連絡先が分かる 場合はそちら に連絡し てく ださ い．

リ ン ク
URL

mailto:rfukuda@oita-u.ac.jp


R312B014

ナン バリ ン グ

フ ーリ エ解析( Four i er  Cal cul us)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  内田　 俊・ 豊坂　 祐樹( 非） ・ 馬場　 清（ 非）

E-mai l    r f ukuda@oi t a-u. ac. j p( 福田)    内線   7860( 福田)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

理工学分野の諸現象を解析する 場合， そのモデルと し て現象を微分方程式で記述する こ と が多く あり ま す。 こ の授業では， 初等微積分学の基礎知識を積分変換と し てのラ プ

ラ ス 変換， フ ーリ エ変換について解説し ， 応用数学の視点から こ こ で得た知識を基本的な諸現象に関る 常微分方程式・ 偏微分方程式に適用し ， こ れら を解く こ と で微分方程

式の物理的な概念を把握でき る よ う に導き ま す。 ま た， 積分変換に関連し て直交関数， デルタ 関数についても 解説し ， 数式と 現象の相互関係をよ り 深く 理解でき る こ と を目

的と し ま す。

目標1

目標2

目標3 ラ プラ ス 変換， フ ーリ エ級数， フーリ エ変換についてその数学的解析手法を修得する 。

目標4 上記手法の物理学的意味を把握し ， 工学専門領域で応用でき る よ う になる 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

フ ーリ エ解析に必要な学習済みの数学的概念を再確認する 。

積分変換において必須と 考えら れる 直交関数， デルタ 関数について理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

微積分学の総論1

微分積分の復習2

基本的な常微分方程式の解法( 1階)3

基本的な常微分方程式の解法( 2階， それ以上)4

特殊な関数( デルタ 関数)5

積分変換6

ラ プラ ス 変換の定義7

ラ プラ ス 変換の性質8

ラ プラ ス 変換の応用9

ラ プラ ス 変換に関する 演習問題10

直交関数系と フーリ エ級数11

フ ーリ エ変換と 偏微分方程式12

フ ーリ エ級数， フ ーリ エ変換に関する 演習問題13

デルタ 関数に関する 演習問題14

全体のま と め( 展望)15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

必要に応じ て理解を確かめ演習やレ ポート を設定し ， 常時質問を受け付

けながら 講義を進めま す。 ま た状況に応じ て授業で復習的な内容を取り

入れま す。

なし 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

入学前を含め， 以前に学習し た内容を復習し ておく ( 20h) 。準備

学修

事後

学修

それぞれの時点ま での内容を理解する ま で復習する 。 ま た， 演習ま たはレ ポート 課題が与えら れた際にはその課題にも 取り 組む( 5h) 。

教科書

教員ごと に授業のはじ めに配布も し く は事前に指定し ま す。

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習ま たはレ ポート 課題

期末試験

30% ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

主に期末試験で評価し ま す。 必要に応じ て最大3割程度， 演習ま たはレ ポート の点数を加味し ま す。

注意事項
わから ないと こ ろは， 自分で調べたり 質問し たり し て積極的に解決し てく ださ い。

備考
連絡先は全体を統括し ている 福田のも のになっていま す．

担当教員の連絡先が分かる 場合はそちら に連絡し てく ださ い．

リ ン ク
URL

なし 。

mailto:rfukuda@oita-u.ac.jp


R342B015

ナン バリ ン グ

確率・ 統計解析( Pr obabi l i t y and St at i st i cal  Anal ysi s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  未定・  吉田　 祐治 （ 非） ・ 武口　 博文（ 非）

E-mai l    r f ukuda@oi t a-u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

理工学における 様々な数値を解析する 上で， 確率的なモデル化をし ， それを統計的に処理する こ と が有効である こ と が多々あり ま す。

こ の授業では， 代表値や散布度， 共分散， 相関係数と いった数値データ を処理する ための概念を解説し ， それら を確率の「 分布」 の概念に基づいて統計的な解析をする 基礎

を学びま す。 具体的には， 数値データ を解析する ための数値化， 独立性に基づく 種々の性質を解説し ， 正規母集団から の無作為抽出を用いた各種パラ メ ータ の推定に対し て

， χ2乗分布， t-分布,  F-分布を用いた区間推定や統計的仮説検定について， 理論的に理解し た上で正し く 使いこ なす技術を身につけま す。

目標1

目標2

目標3 確率変数の分布の定義を， 離散的な分布や密度関数を持つ分布の場合に理解し ， それを通し て平均や分散の概念を把握する 。

目標4 χ２ 乗分布， t-分布,   F-分布を用いた正規母集団に関する 推定検定の手法と 理論背景を理解する 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

与えら れた数値データ の特徴を表す数値化( 代表値, 散布度， 共分散， 相関係数) を理解する 。

確率の基本的性質(  ベイ ズの定理， 条件付確率なぢ) を理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

概要 ( オリ エンテーショ ン)1

数値データ の把握1 ( 度数分布表， ヒ ス ト グラ ム， 代表値)2

数値データ の把握2 ( 散布度， 相関係数)3

事象と 確率， 条件付き 確率， ベイ ズの定理4

確率変数， 分布， 離散的な分布5

連続的な分布， 密度関数6

多変数の分布と 独立性7

大数の法則， 中心極限定理8

データ と 確率に関する ま と め9

区間推定， 統計的仮説検定( 正規分布の場合)10

χ2乗分布を用いた推定, 検定と その理論11

t  分布を用いた推定, 検定と その理論12

F 分布を用いた推定, 検定と その理論13

片側検定14

全体のま と め( 応用や発展的内容など )15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題（ 基礎的・ 発展的） を解く 機会を設

けま す。 演習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の

理解度が高ま り ま す。

必要に応じ て理解を確かめ演習やレ ポート を設定し ， 常時質問

を受け付けながら 講義を進めま す。 ま た状況に応じ て授業で復

習的な内容を取り 入れま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は、 毎週１ 時間程度の予習が必要です（ 全１ ５ 時間） 。 あら かじ め参考書を読み疑問点を整理し ておく こ と 、 計算問題を解いておく こ と はよ い予

習のやり 方です。
準備

学修

事後

学修

大多数の学生は、 毎週２ 時間程度の復習が必要です（ 全３ ０ 時間） 。 ノ ート を読んで論理の進行を追える か確かめてく ださ い。 練習問題（ 計算問題、 証明問題

） を解く こ と は、 理解の定着のためには必須の事項です。

教科書

パワ ーアッ プ 確率統計( 辻谷将明、 和田 武夫著)  共立出版

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート ， 演習

試験

30% ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

注意事項
理解度には個人差がある ので， 分から ない部分は質問する など し て， 自分の責任で解決し てく ださ い。

備考
連絡先は統括をし ている 福田のも のになっていま す。

担当する 教員の連絡先が分かる 場合はそちら に連絡し てく ださ い。

リ ン ク
URL

mailto:rfukuda@oita-u.ac.jp


R312C016

ナン バリ ン グ

波動と 光( Wave and l i ght )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

オン ラ イ ン （ 同時双方

向型、 オン デマン ド 型

、 含 対面）

必修／選択 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  岩下　 拓哉

E-mai l    t i washi t a@oi t a-u. ac. j p   内線   7950

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

振動、 波動現象について物理的基礎概念を学ぶ。 水の波、 音、 光、 電磁波、 地震など 身近に見ら れる 振動や波動を統一的に理解する こ と を目的と する 。 力学で学んだ運動方

程式の応用と し て振動する 物体や媒質の運動を方程式で表し て解を求めていく 。 音や光についてはそれぞれに特徴的な現象、 回折、 干渉、 う なり 等についても 言及する 。

目標1

目標2

目標3 振動， 波動現象と フ ーリ エ変換の関係性を理解する こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

単振動について基本的性質を理解し 、 一般の振動が多数の単振動の重ね合わせである こ と 理解する こ と ができ る 。

連続的な物体である 弦、 棒、 流体中を伝わる 波動を波動方程式で表現し 、 その解を求める こ と が出来る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

単振動1

減衰振動（ １ ） ： 減衰振動の一般的解法2

減衰振動（ ２ ） ： 減衰振動の基本的特性3

強制振動4

共鳴と エネルギー散逸5

多粒子の振動（ １ ） ： ２ 素子結合系における 連成振動6

多粒子の振動（ ２ ） ： う なり7

多粒子の振動（ ３ ） ： 多自由度の連成振動と 分散関係8

弦の振動と 波動方程式9

１ 次元の波（ １ ） ： 進行波と 群速度10

１ 次元の波（ ２ ） ： 反射波と 透過波， 波の分散11

フ ーリ エ変換（ １ ） ： 波束と フ ーリ エ変換12

フ ーリ エ変換（ ２ ） ： フ ーリ エ変換と 数値計算13

フ ーリ エ変換（ ３ ） ： フ ーリ エ変換を用いた信号解析14

電磁波・ 光の回折， 干渉15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

適宜レ ポート 課題を課す。 授業で理解度確認アンケート を行う 。 オンデ

マンド 型の講義動画で事後学習を進める ．
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書の内容を事前に読んでおく ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

授業の内容を基に、 授業内容の復習や、 指示さ れた演習問題に取り 組むこ と が求めら れま す( 45h) 。

教科書

振動・ 波動　 小形正男著（ 裳華房） 1999年

参考書

振動と 波動　 吉岡大二郎（ 東京大学出版会） 2005年

物理のための数学（ 和田三樹著、 岩波書店出版） 1997年

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

授業において課す課題

期末試験

20% ○ ○ ○

80% ○ ○ ○

注意事項
受講生の講義に対する 積極性を高く 評価する 。 ま た期末試験に含ま れる 中等教育の数学およ び物理の内容において成績が十分でない場合は単位取得が困難である 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:tiwashita@oita-u.ac.jp


R312C017

ナン バリ ン グ

物理学実験( Physi cs Labor at or y )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

物理・ 電気電

子： 必修／機

械工学・ 生命

物質・ 地域環

2

1・ 2年( 物理

・ 電気電子・

機械工学： 1

年後期

理工学部理工

学科

氏名  長屋　 智之， 近藤　 隆司

E-mai l    nagaya@oi t a-u. ac. j p,  r yuj i -kondo@susi . oi t a-u. ac. j p   内線   7955,  7956

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

初めに有効数字や不確かさ の処理に関し て基本的な技術を習得する 。 こ れには不確かさ の分布に関する 理解， 間接測定における 不確かさ の見積も り ， 関数電卓， 表計算ソ フ

ト の使用法などが含ま れる 。 こ の技術の習得をテス ト で確かめる 。 その後， 物理の基礎的な実験に取り 組む。 実験は原則二人一組で行う 。

目標1

目標2

目標3 表計算ソ フト を使って実験データ を解析でき る よ う になる 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○

有効数字や不確かさ の処理に関し て基本的な技術を習得する 。

物理系の基本的な実験装置を使える よ う になる 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

実験データ 処理の基礎　 レ ポート 作成の心得， 有効数字， 直接測定の不確かさ1

実験データ 処理の基礎　 間接測定の不確かさ ， 最小二乗法， 表計算， データ 処理演習2

実験データ 処理のテス ト3

ボルダの振り 子（ 測定）4

ボルダの振り 子（ 解析）5

回折格子と 水素原子のス ペク ト ル（ 測定）6

回折格子と 水素原子のス ペク ト ル（ 解析）7

剛体の運動8

電気抵抗の測定（ 測定）9

電気抵抗の測定（ 解析）10

比重瓶によ る 物質の密度測定11

交流回路の観測（ キルヒ ホッ フ の法則）12

交流回路の観測（ 共振現象）13

運動方程式の数値的解法14

実験予備日15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

グループ内で協力し て結果を導出し ， その結果についての考察をディ ス

カッ ショ ンし て実験レ ポート をま と める 。

解析結果のチェ ッ ク にLSM( Moodl e) を利用する 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

実験内容の予習( 50h)準備

学修

事後

学修

行った実験課題について反省点を整理し ， 次の実験課題の注意点を整理する ( 10h)

教科書

学術図書出版　 長屋智之， 近藤隆司， 小林　 正著　 物理学実験　 ２ ０ １ ８ 年

参考書

教科書に示す書籍を適宜参照する こ と 。 図書館で関連する 書籍を探し ， その内容をよ く 調べて報告書の考察や設問を作成する こ と 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

データ 処理， 不確かさ テス ト

実験課題についてのレ ポート

30% ○ ○

70% ○ ○ ○

注意事項
不確かさ のテス ト の成績が基準に達し ない場合は実験を行う こ と ができ ない。 追試験は行う が， それでも 成績が基準に達し ない場合は不可になる 。

実験ノ ート を用意し 、 関数電卓ま たはノ ート パソ コ ンと と も に毎回持参する こ と 。 実験のテーマは各班によ って異なる ので事前に確認し ておく こ と 。

備考
実験機材の都合上， 履修人数を110名以内と する 。 希望者が多数の場合は， 必修の学科・ コ ース を優先し ， 残り の人数を抽選で決める 。

リ ン ク
URL

mailto:nagaya@oita-u.ac.jp
mailto:ryuji-kondo@susi.oita-u.ac.jp


R312C018

ナン バリ ン グ

解析力学( Anal yt i cal  Mechani cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 1 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  末谷 大道

E-mai l    suet ani @oi t a-u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

ニュ ート ンの運動方程式に基づく 力学について復習し たのち， ラ グラ ンジェ 形式によ る 運動方程式を導出する 。 さ ら に， 多自由度の振動、 剛体の運動を統一的に解析する 手

法， 変分法， 仮想仕事の原理， ハミ ルト ンの原理をなど について学習する 。 最後に， 数学， 物理学， 工学の各分野における 解析力学の適用事例を紹介する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

変分原理や仮想仕事の原理など の基本的考え方を理解する

解析学の知識を力学の問題に活用する

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ニュ ート ン力学から 解析力学へ　1

一般化座標2

ラ グラ ンジュ の運動方程式（ １ ） ニュ ート ンの運動方程式から の導出3

ラ グラ ンジュ の運動方程式（ ２ ） 幾つかの物理例4

保存則と 対称性5

変分原理と オイ ラ ー・ ラ グラ ンジュ の方程式6

仮想仕事の原理と ハミ ルト ン方程式7

期末試験8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

レ ポート 課題に対する 議論を通じ て理解を深める 。 Moodl eを利用する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

授業通に提示する 資料や参考文献など の情報に基づいて予習する （ １ ５ h） 。準備

学修

事後

学修

演習課題やレ ポート 課題に取り 組む（ ４ ５ h）

教科書

自作の資料を配布する 。

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験 100%

注意事項
なし

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:suetani@oita-u.ac.jp


R312C019

ナン バリ ン グ

熱力学基礎・ 演習( Engi neer i ng Ther modynami cs ( Fundament al  and Exer ci se) )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 3 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  田上　 公俊

E-mai l    t anoue@oi t a-u. ac. j p   内線   7780

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

熱力学は物質の状態変化と エネルギ変化と の関係を取り 扱う 学問であり ， 熱を力学的エネルギある いは仕事に変換する 熱過程の研究及びこ の変換に最も 有利な条件を決定す

る こ と です。 「 熱力学基礎・ 演習」 では， 熱力学の第０ 法則から 第３ 法則ま での四つの基本的法則， 理想気体の状態式と 状態変化について学ぶこ と を主目的と し ま す。

熱力学は機械工学を学ぶ際の重要な専門基礎科目の一つです。 現代の動力工学は熱を機械的仕事に変換する こ と を基礎と し ， 熱力学はそれら の設計の理論的基礎と なり ま す

。

ま た， ２ 年後期開講の「 熱工学1」 ， ３ 年次開講の「 熱工学２ 」 を受講する には「 熱力学基礎・ 演習」 の履修が必要条件です。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

熱力学の第１ 法則， 第２ 法則およ び二つの法則から 導き 出さ れた状態量と し てのエンタ ルピ ， エント ロ ピ の概念を理解する 。

二つの法則を理想気体の状態変化に適用し ， 閉じ た系およ び定常流系での熱量や機械的仕事の解析方法を修得する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

熱力学の基礎1

熱力学の基礎2

熱力学の第１ 法則3

熱力学の第１ 法則4

熱力学の第１ 法則5

熱力学の第１ 法則6

理想気体7

理想気体8

理想気体9

理想気体10

理想気体11

熱力学の第２ 法則12

熱力学の第２ 法則13

熱力学の第２ 法則14

熱力学の第２ 法則15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

レ ポート 課題によ る 知識の定着・ 確認
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を事前に読んでおく （ 10ｈ ）準備

学修

事後

学修

教材を用いて復習する （ 15ｈ ） ， レ ポート の作成（ 15ｈ ）

教科書

日本機械学会編， 熱力学

参考書

伊藤猛宏． 山下宏孝， 工業熱力学( 1) ， コ ロ ナ社

藤井哲， 応用熱力学入門， 裳華房

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

平常点

期末試験

30% ○ ○

70% ○ ○

再試では試験 100%で評価する 。 再試における 評価は最大でも  C と する

注意事項
講義は開講回数の70％以上， 演習は開講回数の80％以上の出席をし ていなければ， 再履修と なり ま す。 遅刻は原則と し て取り ま せんので， 時間厳守し て下さ い。 電

卓を常に持参し て下さ い。 レ ポート は計算過程を丁寧に書き ， 期限内に必ず提出する こ と 。 提出期限を過ぎたレ ポート は原則と し て受付けま せん。 レ ポート

備考
本科目は， 機械コ ース のJABEE　 学習・ 教育到達目標のう ち， A-2に対応する ．

関連科目： 熱工学Ⅰ， 熱工学Ⅱ， 伝熱学Ⅰ， 伝熱学Ⅱ

リ ン ク
URL

mailto:tanoue@oita-u.ac.jp


R313C020

ナン バリ ン グ

基礎理工学Ｐ Ｂ Ｌ ( Pr oj ect -Based Lear ni ng i n Fundament al  Sci ence and Technol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  岩本光生（ 取り 纏め） ， 福田亮治（ 数理科学） ， 高見利也（ 知能情報） , 長屋智之・ 小西美穂子

（ 物理学） ， 槌田雄二（ 電気電子） ， 本田拓朗（ 機械工学） ， 後藤雄治（ 知能機械） ， 衣本太郎（ 生命

物質化学） , 北西滋（ 地域環境） ， 島津勝（ 建築学）

E-mai l    i wa@oi t a-u. ac. j p（ 岩本）    内線   7806（ 岩本）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

PBLと は， Proj ect -Based Learni ngの略であり ， 与えら れた課題に対し ， 自ら が考え， 課題解決を行う 学修形態である 。 本講義は， こ れま で修得し た理工学の基礎的な知識

や考え方， 各分野の専門的導入科目や専門教育で学修し た知識や技術をも と に， 理工学分野の融合的礎を築く のが目的である 。 本講義では， 前半にイ ノ ベーショ ン創造のた

めのグループワ ーク の手法を学ぶ。 後半ではそれを用いて専攻分野の課題に関し グループ単位で検討し ， 課題解決のための提案を行う 。

目標1

目標2

目標3 グループワ ーク で他者と 協調し てチームの一員と し て活動する こ と ができ る 。

目標4 目標4 グループワ ーク の成果を適切に文章やプレ ゼンテーショ ンによ り 発信する こ と ができ る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○ ○ ○ ○

○ ○

イ ノ ベーショ ンのための手法を理解し ， 使う こ と ができ る 。

他者と 協働し て科学的な内容をふま え， 意思疎通をする こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

（ 前半） 授業ガイ ダンス ・ 前半の課題説明1

（ 前半） イ ノ ベーショ ン対話ツ ール１ （ KJ法， 親和図の作成， キャ ッ チコ ピ ー）2

（ 前半） イ ノ ベーショ ン対話ツ ール２ （ バリ ュ ーグラ フ ， 強制連想法， ２ ×２ ）3

（ 前半） 前半中間発表資料作成， 発表練習4

（ 前半） 中間発表， 質疑応答5

（ 前半） イ ノ ベーショ ン対話ツ ール３ （ SWOT分析， ク ロ ス 分析， PEST分析， 四面会議シス テム）6

（ 前半） 最終発表資料作成， 発表練習7

（ 前半） 最終発表， 質疑応答8

（ 後半） PBLの概要， 課題についての説明9

（ 後半） 課題の抽出と 検討10

（ 後半） 課題検討結果の整理と 課題解決（ １ 回目）11

（ 後半） 課題検討結果の整理と 課題解決（ ２ 回目）12

（ 後半） 課題検討結果の整理と 課題解決（ ３ 回目）13

（ 後半） プレ ゼンテーショ ン資料の作成， 発表練習14

（ 後半） プレ ゼンテーショ ンと 総評15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

課題解決に必要なグループワ ーク の手法を学び， それを基にし てグルー

プワ ーク によ り 課題の整理， 討論， ま と め， 発表を行う 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

プレ ゼンテーショ ン資料は， 作成する 時間が限ら れる ため， 時間外学習によ り 完成さ せておく こ と 。 （ 25ｈ ）準備

学修

事後

学修

総評を参考にレ ポート を作成のこ と （ 5h)

教科書

適時資料を配付する 。

参考書

適時資料を配付する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

プレ ゼンテーショ ン資料

プレ ゼンテーショ ン内容

50% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

プレ ゼンテーショ ン資料及びプレ ゼンテーショ ン内容によ り 総合的に評価する 。

注意事項
ダイ ダンス で説明する 。

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:iwa@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

岩本光生： 昭和６ ２ 年４ 月～平成２ 年１ ２ 月： ( 株) 日立製作所家電事業部で冷蔵庫などの家電製品の設計・ 開発業務に従事
教員の実務

経験

大学だけでなく 企業の視点から ， グループ単位で課題について考え， 発表する こ と の重要性と ， 大学で身につける べき 素養についての助言を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R313C021

ナン バリ ン グ

応用理工学Ｐ Ｂ Ｌ ( Pr oj ect -Based Lear ni ng i n Appl i ed Sci ence and Technol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  岩本光生（ 取り 纏め） ， 福田亮治（ 数理科学） ， 高見利也（ 知能情報） ， 長屋智之・ 小西美穂子

（ 物理学） ， 片山健夫（ 電気電子） ， 中江貴志（ 機械国学） ， 後藤雄治（ 知能機械） ， 衣本太郎（ 生命

物質化学） ， 永野昌博（ 地域環境） ， 島津勝（ 建築学）

E-mai l    i wa@oi t a-u. ac. j p（ 岩本）    内線   7806（ 岩本）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

応用理工学PBLは， 基礎理工学PBLで修得し たグループワ ーク 手法や， 専攻分野に関する PBL( Proj ect -Based Learni ng) 形式の演習によ る 実践的知識をも と に， 専攻以外の分

野のPBLを複数回学修する こ と によ り ， 理工学への応用的展開への道筋を確かなも のと する ための主体性を涵養する 。

目標1

目標2

目標3 課題に対し ， 総合的な視点から 他者と 協働し て課題解決に取り 組み， 解決方法を提案でき る 。

目標4 課題の解決のため主体的に取り 組むこ と が出来る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○

○

専門知識・ 技能と 分野を俯瞰する 視点を有し ， こ れら を横断的・ 総合的に活用する こ と ができ る 。

他者と 協調し てチームの一員と し て活動し ， その成果を適切に文章やプレ ゼンテーショ ンによ り 発信する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

授業ガイ ダンス ， 研究者倫理と は1

第１ 回PBL　 ガイ ダンス ， PBL概要， 課題設定2

第1回PBL　 課題の抽出と 検討3

第1回PBL　 課題検討結果の整理と 課題解決（ １ 回目）4

第1回PBL　 課題検討結果の整理と 課題解決（ ２ 回目）5

第1回PBL　 課題検討結果の整理と 課題解決（ ３ 回目）6

第1回PBL　 プレ ゼンテーショ ン資料作成7

第1回PBL　 プレ ゼンテーショ ンと 総評8

第2回PBL　 ガイ ダンス ， PBL概要， 課題設定9

第2回PBL課題の抽出と 検討10

第2回PBL課題検討結果の整理と 課題解決（ １ 回目）11

第2回PBL課題検討結果の整理と 課題解決（ ２ 回目）12

第2回PBL課題検討結果の整理と 課題解決（ ３ 回目）13

第2回PBLプレ ゼンテーショ ン資料作成14

第2回PBLプレ ゼンテーショ ンと 総評15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

グループワ ーク によ り 課題の整理， 討論， ま と め， 発表を行う 。 外部企業など から ， 課題提供を頂き ， こ れま で得た知識を基に

課題解決を図る こ と によ り ， 大学での学びの重要性を自覚する

よ う にし ている 。
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

プレ ゼンテーショ ン資料は， 作成する 時間が限ら れる ため， 時間外学習によ り 完成さ せておく こ と 。 （ 25ｈ ）準備

学修

事後

学修

総評を参考にレ ポート を作成のこ と （ 5h)

教科書

適時資料を配付する 。

参考書

適時資料を配付する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

プレ ゼンテーショ ン資料

プレ ゼンテーショ ン内容

50% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

プレ ゼンテーショ ン資料及びプレ ゼンテーショ ン内容によ り 総合的に評価する 。

注意事項
ガイ ダンス で説明する

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:iwa@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

岩本光生： 昭和６ ２ 年４ 月～平成２ 年１ ２ 月： ( 株) 日立製作所家電事業部で冷蔵庫などの家電製品の設計・ 開発業務に従事
教員の実務

経験

大学だけでなく 企業の視点から ， グループ単位で課題について考え， 発表する こ と の重要性と ， 大学で身につける べき 素養についての助言を行う 。
実務経験を

いかし た教

育内容



R313C022

ナン バリ ン グ

計算物理学１ ( Comput at i onal  Physi cs 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  末谷　 大道・ 長屋　 智之・ 近藤　 隆司・ 岩下　 拓哉・ 小西　 美穂子

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

非線形の相互作用と 膨大な要素から 構成さ れる 複雑な物理シス テムに対する 数値シミ ュ レ ーショ ンや、 実験物理学における データ の統計処理と 解析、 さ ら にはAI を活用し た

法則の発見など、 現代の物理学において計算機を用いたアプロ ーチは必要不可欠と なっている 。 本授業では、 数値シミ ュ レ ーショ ンやデータ 解析を行う 上で必要と なる 基礎

事項について学修する 。 授業形式は講義と 演習を合わせた形式で行う 。 プロ グラ ミ ング言語についてはPyt honま たはMATLABを標準と する 。

目標1

目標2

目標3 データ 解析・ 機械学習手法を具体的な問題に実践する 能力を身につける 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

物理学を探求する ためのプロ グラ ムを作成でき る よ う になる

物理現象の理解と 解析を行う ための基礎的な数値計算手法を習得する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

授業全体の概要説明1

常微分方程式の数値解法（ １ ） ： オイ ラ ー法と 修正オイ ラ ー法2

常微分方程式の数値解法（ ２ ） ： ルンゲ・ ク ッ タ 法3

力学と 数値シミ ュ レ ーショ ン（ １ ）4

力学と 数値シミ ュ レ ーショ ン（ ２ ） ： ばね －質点系と 振動・ 波動5

力学と 数値シミ ュ レ ーショ ン（ ３ ） ： 多重振り 子と カオス6

モンテカルロ 法（ １ ） ： 疑似乱数の生成7

モンテカルロ 法（ ２ ） ： ラ ンダムウ ォ ーク と 拡散8

モンテカルロ 法（ ３ ） ： ラ ンダムな成長過程と フラ ク タ ル9

モンテカルロ 法（ ４ ） ： パーコ レ ーショ ン10

データ 解析と 機械学習（ １ ） ： フ ーリ エ解析と パワ ース ペク ト ル11

データ 解析と 機械学習（ ２ ） ： フ ーリ エ解析の信号処理への応用12

データ 解析と 機械学習（ ３ ） ： 主成分分析13

データ 解析と 機械学習（ ４ ） ： 多層パーセプト ロ ン14

データ 解析と 機械学習（ ５ ） ： 　 誤差逆伝播法と データ 解析への応用15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習の時間を十分にと り ， プロ グラ ミ ングのコ ード の内容に関し て， 受

講生間で意見交換を実施する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

参考文献等の資料を必要に応じ て予習する （ 30分） 。準備

学修

事後

学修

演習問題に取り 組む（ 60分） 。

教科書

特に指定し ない

参考書

・ 小川知之・ 宮路智行「 数理モデルと シミ ュ レ ーショ ン（ SGCラ イ ブラ リ 164） 」 サイ エンス 社

・ R. H.  Landau他「 計算物理学I  ―数値計算の基礎/HPC/フ ーリ エ・ ウ ェ ーブレ ッ ト 解析― ( 実践Pyt honラ イ ブラ リ ー」 朝倉書店

・ R. H.  Landau他「 計算物理学I I  ―物理現象の解析・ シミ ュ レ ーショ ン( 実践Pyt honラ イ ブラ リ ー」 朝倉書店

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

講義中の演習問題

レ ポート 課題

40% ○ ○

60% ○ ○ ○

注意事項
講義にパソ コ ンを持参する こ と

備考
定期試験は実施し ない。

リ ン ク
URL



R313C023

ナン バリ ン グ

宇宙物理概論( I nt r oduct i on t o Ast r ophysi cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  小西　 美穂子

E-mai l    mkoni shi @oi t a-u. ac. j p   内線   7336

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

現在の宇宙像は、 積み重ねた観測や測定の結果と それを立証する ための物理・ 化学など の理論によ って確立さ れたも のである 。 宇宙で起こ る 様々な現象を詳細に理解する た

めには、 複雑な物理を紐解く 必要がある 。 本講義では、 天体の性質や宇宙の現象についての基礎的な事項を学び、 その背景に関し て主に物理学の基本法則を用いて理解する

こ と を目指す。

目標1

目標2

目標3 宇宙の現象の背景にある 物理過程を理解する

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

宇宙の全体構造が説明でき る

天文学の基本的な事項を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

宇宙の観測1

地球と 月2

太陽系の特徴と 運動3

惑星形成4

太陽系外惑星5

太陽の概観と 内部構造6

恒星の特徴7

恒星の進化 1 ： 星形成8

恒星の進化 2 ： 恒星の最期9

恒星内部の原子核反応と 重元素合成10

様々な恒星の性質 1 ： 星雲・ 連星・ 変光星11

様々な恒星の性質 2 ： 高密度星12

天の川銀河13

銀河の構造と 特徴14

宇宙論15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義中に演習や小テス ト を行う 。 Moodl e を使用する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

資料を用いた予習（ 2h/回)準備

学修

事後

学修

小テス ト や試験によ る 復習（ 2h/回）

教科書

フ ァ ース ト ス テッ プ宇宙の物理 嶺重慎著（ 朝倉書店） ， 2019

授業に使用する 資料をMoodl e上に公開する 。

参考書

新版  宇宙物理学 ―星・ 銀河・ 宇宙論― 高原 文郎 著（ 朝倉書店） ， 2015

宇宙地球科学 佐藤文衛・ 綱川秀夫 著（ 講談社） , 2018

宇宙科学入門 第2版 尾崎洋二 著（ 東京大学出版会） , 2010

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト

定期試験

30% ○ ○ ○

70% ○ ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:mkonishi@oita-u.ac.jp


R313C024

ナン バリ ン グ

技術者倫理( Engi neer i ng Et hi cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修（ 数理科

学， 知能情報

， 物理学連携

， 電気電

2 3

理工学部　 数

理科学， 知能

情報システム

， 物理学連

前期

氏名  吉川周二， 紙名哲生， 岩下拓哉， 市來龍大， 山本隆栄， 大津健史， 井上高教

E-mai l    t yama@oi t a-u. ac. j p（ 山本）    内線   7777（ 山本）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

理工学部理工学科は， 理工系分野の技術者， 研究者， 教育者と し て高い責任感と 倫理観を備え， 自ら の良心と 良識に従って行動する こ と のでき る 人材の育成を目指し ている

。 さ ら に理工的な知識に基づき ， 人類の福祉や地域社会に貢献でき る 人材も 求めら れている 。 こ の授業では将来の科学技術を担う 者と し て， 技術が社会や自然に及ぼす影響

や効果， 及び技術者が社会に対し て負っている 責任について学び， 自ら 考え， 技術者， 研究者， 教育者と し ての行動規範と 責任への理解を深め， 倫理的に自律性の高い人材

の育成を目指す。

目標1

目標2

目標3 理工学的倫理感を備え， 課題に対し 倫理的責任感を持ちながら 取組み， 解決する こ と ができ る

目標4 理工学倫理的問題に対し て自分の意見・ 主張を適切な判断基準と 共に， 口頭や文章で表現・ 発表でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

理工学の倫理的な問題を， 自ら 考察し ， 分析する 能力を持っている

利害が反する 考え方・ 視点が存在する こ と を理解し ， 議論を通し て意見の不一致を認める こ と ができ る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

技術者倫理と は何か1

技術者と 責任2

技術者と 倫理3

技術者の行動規範１4

技術者の行動規範２5

技術者の行動規範３6

技術者と 法律7

技術者の責任8

企業倫理と 技術者倫理9

技術者にと って安全と は何か10

技術と リ ス ク11

意志決定の事例12

国際社会における 技術者倫理１13

国際社会における 技術者倫理２14

倫理的意志決定15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

提案さ れた倫理的課題についてレ ポート を作成する こ と によ り 理解を深

る 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を読んでおく こ と 。 （ ３ ０ 分）準備

学修

事後

学修

レ ポート の作成（ ９ ０ 分）

教科書

必要に応じ 資料を配付する 。

参考書

「 技術者倫理」 札野順 編， （ 財） 放送大学教育振興会， ２ ０ ０ ４ 年， （ 放送大学教材）

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート およ びMoodl eの理解度確認ク イ ズ 100% ○ ○ ○ ○

注意事項
なし

備考

リ ン ク
URL

mailto:tyama@oita-u.ac.jp


R342C025

ナン バリ ン グ

化学への扉( I nt r oduct i on t o Chemi st r y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  守山　 雅也

E-mai l    mor i masa@oi t a-u. ac. j p   内線   7897

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

我々の社会や生活， 身の周り の環境は， 物質（ 原子・ 分子） およ びそれら が関与する さ ま ざま な化学的・ 物理的諸現象によ って成り 立っている こ と を確認， 理解し ， それら

が関係する 化学の基礎概念を習得する こ と をねら いと する 。 エネルギーや地球環境， 人間や生物， 医療， 食品， 電化製品， 娯楽など の生活全般から さ ま ざま な題材を取り 上

げ， それら に関係する 化学物質や現象について， 原子・ 分子の振る 舞いを中心と する 化学的観点から 解説する 。

目標1

目標2

目標3 我々が生活で利用し ている 化学材料の機能について説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

我々の身の周り に存在する 物質の種類や化学構造について説明でき る 。

我々の身の周り で起こ る 化学的， 物理的現象について原子・ 分子の振る 舞いの視点から 説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

水の化学１ （ 生体膜， 分子極性， 物質の三態， 分子間力， 溶解度， 溶媒和）1

水の化学２ （ 水への溶解， 溶媒和， 溶解度， 硬水・ 軟水， 溶解度積）2

地球・ 宇宙の化学１ （ 大気の組成， 気圧， 気体の性質， 汚染物質， 酸性雨， pH， 光の性質， 光化学反応）3

地球・ 宇宙の化学２ （ 太陽から のエネルギー， 核融合， 放射線， 同位体， 炭素年代測定， 同素体， 元素）4

エネルギーの化学１ （ 原子と 分子のエネルギー， 電子配置， 軌道， 炭化水素， 共有結合）5

エネルギーの化学２ （ 化石燃料， 天然ガス ， ガソ リ ン， 燃焼， 発電， エネルギー変換， 内部エネルギー）6

エネルギーの化学３ （ 電池， 酸化・ 還元， 太陽光発電， 半導体， 燃料電池， エンタ ルピ ー， エント ロ ピ ー）7

動植物と 人間の化学（ 呼吸， 代謝， 光合成， 血液， タ ンパク 質， アミ ノ 酸， 体内での化学反応， 視覚， 臭覚）8

医療・ 医薬の化学１ （ キラ リ ティ ー， 薬， 薬効， ミ セル， ベシク ル， コ ロ ナウ イ ルス ， 生体高分子， 核酸）9

医療・ 医薬の化学２ （ 抗原， 抗体， 免疫， アレ ルギー， CT， MRI ， RNA医療用材料， 生体適合性材料）10

食品の化学（ 食品加工法， 物質の状態図， ビタ ミ ン， う ま み成分， 食品添加物， 発酵， 油脂）11

衣類の化学（ 合成繊維， 天然繊維， 再生繊維， ポリ マー， モノ マー， ガラ ス 転移， 吸湿発熱繊維， 重合， 炭素繊維）12

電化製品の化学（ 冷媒， 物質の状態， 液晶， 光と 色の三原色， 有機EL， 都市鉱山， リ サイ ク ル）13

生活の化学（ 導電性高分子， フ ォ ト レ ジス ト ， 接着剤， エマルショ ン， ゴム材料， ゲル， 高吸水性高分子）14

娯楽の化学（ 楽器， 温泉， 入浴剤， 炎色反応， 光る 原理， 飲酒・ 喫煙）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

学習支援シス テム（ Moodl e） を利用し た授業内容のチェ ッ ク 演習（ 小テ

ス ト ） を実施する 。 ま た， 追加資料の配布や補足説明も Moodl eで行う 。

テーマによ り 演示実験を行う 場合がある 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

各回のテーマに関し て， 情報を集めたり ， 高校の教科書を再読する など の準備をする 。 （ 30h）準備

学修

事後

学修

授業で学習し た内容について， 配布し た資料で復習し ， 学習支援シス テム（ Moodl e） のチェ ッ ク 演習で定着を確認する 。 （ 30h）

教科書

プリ ント 等の配布教材

参考書

Ki mber l ey Wal dron 著， 竹内 敬人 訳「 教養と し ての化学入門（ 第2版） 」 （ 化学同人， 2022年）

浅野　 努， 荒川　 剛， 菊川　 清　 共著「 「 第４ 版 化学－物質・ エネルギー・ 環境－」 （ 学術図書出版社， 1992年）

浅野　 努， 上野正勝， 大賀　 恭　 共著「 第2版 FRESHMAN化学」 （ 学術図書出版社， 2006年）

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

授業毎の小テス ト

期末試験

60% ○ ○ ○

40% ○ ○ ○

注意事項
日頃の生活の中での物や現象に目を向ける 努力をする こ と 。 授業に関する 連絡を行う こ と がある ので学習支援シス テム（ Moodl e） に毎週アク セス し て確認する こ と

。

備考

リ ン ク
URL

mailto:morimasa@oita-u.ac.jp


R343C026

ナン バリ ン グ

流体力学基礎( Fundament al s of  Fl ui d Dynami cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  濱川　 洋充

E-mai l    hamakawa@oi t a-u. ac. j p   内線   7778

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

私達の周り では、 自動車、 航空機、 船舶など の乗り 物、 風力・ 水力・ 火力など の発電シス テム、 機器の冷却シス テム、 水や燃料の流体輸送シス テムなど 、 様々な流体を利用

し た機械が使用さ れている 。 流体と は、 気体や液体など を総称する 物質のこ と である 。 本授業では、 流体の基本的性質や流体の諸現象、 エネルギー輸送の役割など を力学的

に理解する と と も に、 簡単な流体シス テムの設計が行える 基礎的な解析能力を養う 。

目標1

目標2

目標3 静止流体の力学を理解し 、 静止流体中の圧力の計算ができ る 。

目標4 質量保存側、 エネルギー式、 ベルヌ ーイ の式を理解し 、 簡単な流体シス テムの諸物理量を計算でき る 。

目標5 運動量方程式と 角運動量方程式を理解し 、 流体運動によ り 物体に作用する 力を計算でき る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

流体の基本的性質と レ イ ノ ルズ数およ び相似則の概念を理解する 。

流体運動をと も なう 諸現象を力学的に理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

流体の性質（ １ ） 　 流体の基本的性質、 密度、 比重、 粘性1

流体の性質（ ２ ） 　 圧縮性、 音速、 表面張力、 キャ ビテーショ ン2

静止流体の力学（ １ ） 　 圧力、 パス カルの原理、 静止流体中の圧力3

静止流体の力学（ ２ ） 　 マノ メ ータ 、 壁面に作用する 静止流体力4

静止流体の力学（ ３ ） 　 浮揚体の安定性、 等加速度運動、 回転容器内の運動5

流れの基礎　 流れの分類、 流線と 流管、 渦運動6

連続の式　 質量保存則と 連続の式7

ベルヌ ーイ の定理と その応用（ １ ） 　 エネルギー保存則8

ベルヌ ーイ の定理と その応用（ ２ ） 　 ベルヌ ーイ の式、 タ ンク から の液体の噴出9

ベルヌ ーイ の定理と その応用（ ３ ） 　 流速の測定、 絞り 流量計10

ベルヌ ーイ の定理と その応用（ ４ ） 　 水車、 フ ァ ン11

運動量の法則（ １ ） 　 運動量方程式、 曲がり 管に作用する 力12

運動量の法則（ ２ ） 　 平板に衝突する 噴流によ る 力13

運動量の法則（ ３ ） 　 湾曲板に沿う 噴流、 ペルト ン水車14

運動量の法則（ ４ ） 　 風車、 遠心ポンプ15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習問題に取り 組んでも ら う 。 講義の途中で隣の学生と の教え合いの時

間を設ける 。

読めば分かる よ う な簡単なテキス ト を使用し ている 。 講義はテ

キス ト に沿った内容と し 、 いつでも 復習ができ る よ う に、 ど こ

を学んでいる かが分かる よ う に工夫し ている 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を参考にし て予習を行う （ 30h） 。準備

学修

事後

学修

テキス ト を用いて授業の復習を行う （ 30h） 。

教科書

流れ学　 山田英巳、 濱川洋充、 田坂裕司著　 森北出版　 I SBN978-4-627-67531-5

参考書

JSMEテキス ト シリ ーズ　 流体力学　 日本機械学会　 丸善　 I SBN978-4-88898-119-4

わかり たい人の流体工学( I ) 　 深野徹 著　 裳華房　 I SBN4-7853-6510-2

わかり たい人の流体工学( I I ) 　 深野徹 著　 裳華房　 I SBN4-7853-6511-0

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験　 100% ○ ○ ○ ○ ○

期末試験100％で評価し 、 60点以上を合格と する 。 不合格者は、 講義中の全ての例題、 演習問題、 追加課題をレ ポート し て期日ま でに提出すれば、 再試験を受ける こ と がで

き る 。 再試験は試験100％で評価し 60点以上を合格と する 。 再試験における 評価は最大でも  C と する 。 期末試験およ び再試験は技術士１ 次試験レ ベルと する 。

注意事項
電卓持参のこ と 。 欠席する と 講義の流れが中断し 理解でき なく なる 恐れがある ため、 欠席し ないよ う にする こ と 。

備考
本科目は、 機械コ ース のJABEE　 学習・ 到達目標のう ち、 A-2に対応する 。

リ ン ク
URL

mailto:hamakawa@oita-u.ac.jp


R342C027

ナン バリ ン グ

基礎化学実験( Fundament al  Chemi cal  Exper i ment s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  井上　 高教， 江藤　 真由美， 鈴木　 絢子

E-mai l    t i noue@oi t a-u. ac. j p,  et ou-mayumi @oi t a-u. ac. j p,  suzuki -ayako@oi t a-u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

化学実験で学んだ内容をさ ら に発展さ せ、 3,  4年次での実験につながる 知識・ 技能の習得を目指す。 内容と し ては、 無機,  分析,  物理化学の分野を中心と し 、 化学実験のよ

り も 複雑も し く は精密さ の求めら れる 実験を実施する こ と で、 測定原理や実験手法への理解度を深める 。 さ ら に、 レ ポート 作成や発表会では、 第3者の実験結果を含めて実

習内容を解析し ま と める こ と で、 よ り 多角的な考察力を身につける こ と を目標と する 。

目標1

目標2

目標3 複数のデータ を比較し 、 独自の考察をする こ と ができ る

目標4 自発的な情報収集を基に、 レ ポート をま と め発表する こ と ができ る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

安全に実験を実施する こ と ができ る

実験を通し て、 測定原理や実験手法への理解度を深める こ と ができ る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

安全教育・ 基礎1

滴定法～水溶液のpH測定2

滴定法～環境水のCOD測定3

混合溶液の分離・ 滴定①4

混合溶液の分離・ 滴定②5

分離分析・ 吸収法6

分離分析・ 蛍光法7

分離分析・ 吸収法・ 蛍光法・ 解析法と ま と め8

反応速度式から 捉える 物質状態の変化①9

反応速度式から 捉える 物質状態の変化②10

シリ カの溶解速度の測定①11

シリ カの溶解速度の測定②12

シリ カの溶解速度の測定③13

発表会14

発表会・ 振り 返り15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実験で起こ っている 現象を注意深く 観察， 記録し て， 論理的に考察し て

， 報告書にま と める

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

次に行う 実験の背景， 原理， 手順をよ く 読んで， 予習シート を完成さ せる ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

実験の報告書をま と める ( 15h) 。

教科書

担当教員によ り 執筆・ 編集さ れたテキス ト 「 一般化学実験」 を用いる 。

参考書

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

毎回の実験の報告書 100% ○ ○ ○ ○

注意事項
予習シート の担当教員によ る チェ ッ ク を受けた上でなければ実験を開始する こ と ができ ない。

実験室では、 白衣,  保護めがねを使用し 、 安全に十分配慮し て実験にあたる こ と 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:tinoue@oita-u.ac.jp
mailto:etou-mayumi@oita-u.ac.jp
mailto:suzuki-ayako@oita-u.ac.jp


R343C028

ナン バリ ン グ

流体力学( Fl ui d dynami cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  濱川　 洋充

E-mai l    hamakawa@oi t a-u. ac. j p   内線   7778

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

私達の周り では、 自動車、 航空機、 船舶など の乗り 物、 風力・ 水力・ 火力など の発電シス テム、 機器の冷却シス テム、 水や燃料の流体輸送シス テムなど 、 様々な流体を利用

し た機械が使用さ れている 。 こ れら の流体シス テムの設計では、 流体の粘性の影響と 抗力の見積も り が重要と なる 。 本授業では、 粘性流体力学の基礎と し て、 管内の流れ、

物体ま わり の流れ、 流体の運動方程式、 せん断流（ 境界層、 噴流、 乱流） など に関し て講義を行う 。

目標1

目標2

目標3 管路系の圧力損失の計算ができ る 。

目標4 流れの相似則が説明でき る 。 次元解析が行える 。

目標5 境界層と はく 離、 円柱周り の流れについて説明でき る 。

目標6 物体に作用する 流体力を計算でき る 。

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

管内の流れの基本的性質を説明でき る 。

流体摩擦と エネルギー損失について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

管内流れ／層流と 乱流、 レ イ ノ ルズの実験、 臨界レ イ ノ ルズ数1

管内流れ／助走区間の流れ、 層流と 乱流のせん断応力2

管内流れ／層流の速度分布、 ハーゲン・ ポアズイ ユの法則3

管内流れ／乱流の速度分布、 壁法則4

管内流れ／管摩擦によ る 圧力損失、 ダルシー・ ワ イ ス バッ ハの式、 ムーディ 線図5

管路要素／管路に沿う 速度と 圧力の変化、 損失係数、 入口損失、 出口損失6

管路要素／急拡大部の損失、 急縮小部の損失、 広がり 管の損失7

管路要素／曲がり 管の損失、 各種弁の損失、 管路の総損失8

次元解析9

流れの相似則10

平板境界層と その構造、 境界層剥離と その抑制法11

物体に作用する 流体力12

抗力係数と 揚力係数13

円柱周り の流れパタ ーンと 抗力係数14

ス ト ロ ーハル数、 各種形状物体の抗力係数15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習問題に取り 組んでも ら う 。 講義の途中で隣の学生と の教え合いの時

間を設ける 。

読めば分かる よ う な簡単なテキス ト を使用し ている 。 講義はテ

キス ト に沿った内容と し 、 いつでも 復習ができ る よ う に、 ど こ

を学んでいる かが分かる よ う に工夫し ている 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を参考にし て予習を行う （ 30h） 。準備

学修

事後

学修

テキス ト を用いて授業の復習を行う （ 30h） 。

教科書

流れ学　 山田英巳、 濱川洋充、 田坂裕司著　 森北出版　 I SBN978-4-627-67531-5

参考書

JSMEテキス ト シリ ーズ　 流体力学　 日本機械学会　 丸善　 I SBN978-4-88898-119-4

わかり たい人の流体工学( I ) 　 深野徹 著　 裳華房　 I SBN4-7853-6510-2

わかり たい人の流体工学( I I ) 　 深野徹 著　 裳華房　 I SBN4-7853-6511-0

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験 100% ○ ○ ○ ○ ○

期末試験100％で評価し 、 60点以上を合格と する 。 不合格者は、 講義中の全ての例題、 演習問題、 追加課題をレ ポート し て期日ま でに提出すれば、 再試験を受ける こ と がで

き る 。 再試験は試験100％で評価し 60点以上を合格と する 。 再試験における 評価は最大でも  C と する 。 期末試験およ び再試験は技術士１ 次試験レ ベルと する 。

注意事項
電卓持参のこ と 。 欠席する と 講義の流れが中断し 理解でき なく なる 恐れがある ため、 欠席し ないよ う に。

備考
本科目は、 機械コ ース のJABEE　 学習・ 到達目標のう ち、 A-2に対応する 。

リ ン ク
URL

mailto:hamakawa@oita-u.ac.jp


R343C029

ナン バリ ン グ

人工知能基礎( Ar t i f i ci al  I nt el l i gence)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2・ 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  高見　 利也

E-mai l    t akami -t oshi ya@oi t a-u. ac. j p   内線   7880

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

計算機に知的な振る 舞いをさ せる ために必要な基礎技術を扱う 。 ま ず人工知能の歴史を押さ えた上で， 基本的な要素技術と し て， 状態空間の探索技術， 知識表現と 処理技術

， 推論技術， 学習技術などの概要を学ぶ。

目標1

目標2

目標3 確率的生成モデルと その応用手法について説明でき る 。

目標4 主要な機械学習方式について、 その動作原理を説明でき る 。

目標5 人工知能技術の発展方向， 派生／新技術について概要を説明でき る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○

○

○ ○

人工知能技術の特徴及び適用分野に関し て説明でき る 。

主要な探索アルゴリ ズムを列挙でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

人工知能と は何か、 歴史1

探索( 1) ： 状態空間表現2

探索( 2) ： 最適経路探索、 ゲーム理論3

確率( 1) ： 条件付き 確率、 ベイ ズの理論4

確率( 2) ： 確率的生成モデル、 ナイ ーブベイ ズ5

計画と 決定( 1) ： 動的計画法6

計画と 決定( 2) ： 強化学習7

中間試験8

状態推定( 1) ： ベイ ズフ ィ ルタ9

状態推定( 2) ： 粒子フ ィ ルタ10

学習と 認識( 1) ： ク ラ ス タ リ ング、 教師なし 学習11

学習と 認識( 2) ： パタ ーン認識、 教師あり 学習12

学習と 認識( 3) ： ニュ ーラ ルネッ ト13

自然言語処理： 形態素解析、 単語と 文章のベク ト ル表現14

知能と 創発： 実世界知能、 人工生命、 群知能15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回、 講義の最後に小テス ト を実施し 、 習得し た知識の確認ができ る よ

う にする 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を事前に読んでおく ( 10ｈ ) 。準備

学修

事後

学修

小テス ト で理解が不十分だったと こ ろを復習する ( 5h) 。 各授業回の内容に関連する 話題について、 参考書やイ ンタ ーネッ ト 等を利用し て理解を深める ( 10h) 。

教科書

谷口忠大「 イ ラ ス ト で学ぶ　 人工知能概論（ 改訂第2版） 」 講談社

参考書

参考書を指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

期末試験

40% ○ ○ ○ ○

60% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項

備考
JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育到達目標( A3) ,  ( B2) ,  ( d4) 関連科目。

リ ン ク
URL

mailto:takami-toshiya@oita-u.ac.jp


R343C030

ナン バリ ン グ

大気海洋科学( Sci ences of  At mospher e and Oceans)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  西垣　 肇

E-mai l    gaki @oi t a-u. ac. j p   内線   7571

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

主な話題と し て以下のも のを扱う ： 大気の熱力学， 地球流体の力学と 波動， 大気・ 海洋の大規模循環。 こ れら の現象に加え， その成因を力学の面から 説明する 。 あわせて，

諸現象の把握に必要不可欠である 観測について， 紹介する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○ ○

大気と 海洋の現象を述べる こ と ができ る 。

大気と 海洋の現象がどのよ う に理解さ れている のかを説明する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

導入1

大気圧の鉛直分布2

大気の安定性3

大気中の水蒸気4

地球流体の運動方程式と 地衡風5

海洋の表面重力波6

海洋の内部重力波7

ロ ス ビー波8

大気の大循環9

天気図と 高層天気図10

温帯低気圧11

海水の分布と 循環12

海洋の風成循環13

気象の観測と 予報14

海洋の観測15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

事前に質問を提示し ， 受講生に既存の知識や考えを確認し ても ら う 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

各話題について， 既存の知識を確認・ 整理する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

小テス ト ・ 課題問題に取り 組む( 10h) 。 納得がいく ま で調べ， 考えて復習を行う ( 20h) 。

教科書

教科書を指定し ない。

参考書

小倉義光， 2016,  一般気象学　 第２ 版， 補訂版　 東大出版

宇野木早苗・ 久保田雅久， 1996,  海洋の波と 流れの科学， 東海大出版

花輪公雄， 2017,  海洋の物理学， 共立出版

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト ・ 課題レ ポート

定期試験

40% ○ ○

60% ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:gaki@oita-u.ac.jp


R343C031

ナン バリ ン グ

機器分析( I nst r ument al  Anal ysi s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  井上　 高教

E-mai l    t i noue@oi t a-u. ac. j p   内線   7898

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 外部エネルギー（ プロ ーブ） と 化学物質と の相互作用の結果である 現象（ 信号） を捕ら え， 化学物質の性質（ 組成， 濃度等） を測定する 方法について， 原理， 化学的な概

念， 装置と 測定例について説明する ． 進歩の著し い分野である が， 基本的・ 使用頻度の高い分析法から 最近のト ピ ッ ク ス も 紹介する ．

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○分子・ 原子や電子と 外部エネルギーと の共鳴の原理を量子力学的な理解． 化学物質の種類， 濃度や形態を決定する 最適手法の選

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス ， 分析機器の概念1

電磁波と 物質の相互作用( 教科書p. 116 ‒ 118)2

励起と 緩和( 教科書p. 118 ‒ 120)3

励起と 緩和( 教科書p. 118 ‒ 120)4

吸光分析( UV-VI S)  ( 教科書p. 120 ‒ 122)5

吸光分析( UV-VI S)  ( 教科書p. 123 ‒ 124)6

蛍光分析( Fl uo)  ( 教科書p. 125 ‒ 126)7

赤外吸収( I R) ， ラ マン分光( 教科書p. 126 ‒ 129)8

原子吸光と 原子発光分析( I CP)  ( 教科書p. 130 ‒ 140)9

X線分析法( XRD)  ( 教科書p. 141 ‒ 148)10

X線分析法( XPS,  蛍光X線法)  ( 教科書p. 150 ‒ 154)11

顕微鏡( 光学,  SEM,  TEM)  ( 教科書p. 186 ‒ 191)12

顕微鏡( 光学,  SEM,  TEM)  ( 教科書p. 192 ‒ 196)13

質量分析法( MASS)  ( 教科書p. 169 ‒ 177)14

ク ロ マト グラ フィ ーと 電気泳動( 教科書p. 98 ‒ 113)15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習． 身の回り の機器を探し ， 原理など を考察する ．

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

Moodl eに講義資料を配し ておく ので， 教科書・ 参考書の該当部分などを探し ， 予習する （ 15h） ．準備

学修

事後

学修

授業で学習し たこ と を生かし ， 課題の完成度を高める （ 15h） ．

教科書

高木誠「 ベーシッ ク 分析化学」 化学同人， I SBN-978-4-7598-1066-0

参考書

合志陽一「 化学計測学」 昭晃堂， I SBN4785621125

庄野利之， 脇田久伸「 入門機器分析化学」 三共出版， I SBN978-4-7827-0738-0

九州分析化学会九州支部編「 機器分析入門」 南江堂， I SBN978-4-524-40129-1

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

定期試験 100% ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:tinoue@oita-u.ac.jp


R343C032

ナン バリ ン グ

材料と 弾性の力学( Theor y of  El ast i ci t y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  小田　 和広

E-mai l    oda-kazuhi r o@oi t a-u. ac. j p   内線   7797

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

材料に孔や切欠き など の形状変化部がある 場合， 応力は局所的に高い分布を示し （ 応力集中） ， 形状変化部から 遠ざかる につれて集中応力は減衰する 。 こ のよ う に， 弾性力

学では応力場の概念を理解する こ と が重要である 。 本講義では， 応力集中およ び応力場の概念を理解さ せる こ と に努め， 基本的な弾性問題の解を複雑な実際問題に応用し 強

度評価を行う 手法について学習する 。

目標1

目標2

目標3 応力集中の現象を理解し ， その程度を概算する こ と ができ る ．

目標4 き 裂の特異応力場の性質を理解し ， 基礎的な強度評価を行う こ と ができ る ．

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

降伏条件を用いた組合せ応力状態の基本的な強度評価を行う こ と ができ る ．

応力場の概念を理解し ， 弾性問題を基本的な応力場の解の重ね合わせと し て解く こ と ができ る ．

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

材料力学と 弾性力学： 材料力学の基本的な事柄， 弾性力学と の違い1

応力の座標変換： 応力の座標変換， 主応力と 主せん断応力2

ひずみの座標変換： ひずみの座標変換， 主ひずみ， 変位と ひずみの関係3

二次元応力状態： 平面ひずみと 平面応力4

降伏条件： 組合せ応力状態での降伏条件5

降伏条件： 種々の降伏条件を用いた設計法6

弾性体の支配方程式： 平衡方程式， 適合条件7

弾性体の支配方程式： 一般化さ れたフッ ク の法則， 境界条件8

エアリ の応力関数： 応力関数を用いた基本的な弾性場の解法9

エアリ の応力関数： 極座標系の応力関数10

孔およ び切欠き によ る 応力集中： 円孔およ びだ円孔を持つ板の応力集中11

孔およ び切欠き によ る 応力集中： 等価だ円の概念およ び切欠き 干渉効果12

き 裂によ る 応力集中： き 裂先端の応力場を支配する 応力拡大係数の物理的意味13

重ね合わせの原理に基づく 応力場の近似計算： 基本解を利用し た実用問題の解法14

付加応力場の概念と 応力場の尺度： き 裂や塑性域など によ る 付加応力場の概念， き 裂ある いは切欠き によ る 応力場の尺度15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回の授業に関連し た実用的な演習を課すこ と によ り 科目に対する 興味

を促進する と と も に， 学生の理解度の確認を行う ．

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配布資料やテキス ト の情報を必要に応じ て予習する （ 10ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

授業で学習し たこ と を活かし ， 課題やテキス ト の演習を行う （ 30ｈ ） 。

教科書

「 弾性力学」 　 村上敬宜著， 養賢堂（ 1985） ， I SBN978-4-8425-0121-5 C3053

参考書

「 Theory of  El ast i ci t y 3rd Ed. 」  S. P.  Ti moshenko and J . N.  Goodi er ,  McGraw-Hi l l  ( 1982)

「 応力集中の考え方」 　 村上敬宜著， 養賢堂（ 2005）

「 設計者のためのすぐ に役立つ弾性力学」 　 野田尚昭著， 日刊工業新聞社（ 2008）

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題

中間試験

期末試験

10% ○ ○ ○ ○

40% ○ ○

50% ○ ○

講義で課す演習問題の７ ０ ％以上を提出し ている こ と 。 中間試験およ び期末試験を受験し ている こ と 。 追試験およ び再試験を実施する 場合， 試験100%で評価する 。 こ の試験

における 評価は最大でも Cと する 。

注意事項
毎回の授業で関数電卓を持参する こ と 。 課題の提出状況が悪い場合（ 期限遅れも 含む） は評価し ないこ と がある 。 課題解答の公開後は未提出と みなす。

備考
材料力学基礎およ び材料力学を受講し ている こ と が望ま し い。

リ ン ク
URL

課題の解答等はMoodl eを利用する

mailto:oda-kazuhiro@oita-u.ac.jp


R343C033

ナン バリ ン グ

線形システム論( Li near  Syst em Theor y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2・ 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  加藤　 秀行

E-mai l    h-kat o@oi t a-u. ac. j p   内線   7799

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

自然シス テムや工学シス テムは厳密に言えば非線形シス テムである が、 その多く は線形シス テムと みなせる 。 その挙動は微分方程式によ り 記述さ れる 。 本講義では、 微分方

程式によ る 線形シス テムの挙動の表現法を説明し 、 微分方程式の基本的解法やラ プラ ス 変換を用いた解法を学ぶ。 ま た、 線形シス テムの入出力関係を簡単に表現し たり 、 挙

動の特性を把握する のに便利なフ ーリ エ級数展開やフ ーリ エ変換など のフ ーリ エ解析についても 触れる 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

各種線形微分方程式が解ける 。

線形シス テムの過渡現象を初等的解法によ り 解析でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

線形シス テムと 非線形シス テム1

微分方程式の例と 諸概念， 変数分離形2

1階常微分方程式3

完全微分方程式4

同次線形微分方程式5

非同次線形微分方程式6

初等的解法（ 過渡現象の解析）7

ラ プラ ス 変換法（ ラ プラ ス 変換の定義、 部分分数展開）8

ラ プラ ス 変換法（ ラ プラ ス 変換の基本則、 初期値の定理、 最終値の定理）9

ラ プラ ス 変換法（ 単位ス テッ プ関数、 デルタ 関数， 推移定理）10

ラ プラ ス 変換法（ 過渡現象の解析）11

ラ プラ ス 変換法（ イ ンデシアル応答と ス テッ プ応答）12

フ ーリ エ解析 ( 1)  フ ーリ エ級数13

フ ーリ エ解析 ( 2)  フ ーリ エ変換14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

小テス ト は採点後解答と と も に返却する ので、 必ず理解し ておく こ と 。 受講生の習熟度を向上さ せる ため、 講義毎に「 講義に関する 質

問」 を提出し ても ら う 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

高校数学およ び大学1年生ま でに習う 基礎的計算、 特に微分•積分や行列に関する 復習（ 8h） 。 教科書、 講義資料を読む（ 8h） 。準備

学修

事後

学修

講義の内容（ 板書） を復習（ 15h） 。 小テス ト の復習（ 14h） 。

教科書

なっと く する 微分方程式（ 小寺平治著、 講談社）

参考書

線形シス テム論（ 山下幸彦著、 朝倉書店）

講義中に適宜資料を配布する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト

期末試験

20% ○ ○

80% ○ ○

小テス ト （ 20%） 、 期末試験（ 80%） で評価する 。

注意事項
授業を欠席し た場合には必ずノ ート をみせても ら い、 演習問題を解いておく こ と 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:h-kato@oita-u.ac.jp


R343C034

ナン バリ ン グ

非線形システム論( Nonl i near  Syst em Theor y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  加藤　 秀行

E-mai l    h-kat o@oi t a-u. ac. j p   内線   7799

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

非線形シス テムは現象が面白い。 し かし 、 ほと んど の場合はシス テムの解析解を得る こ と ができ ず、 それ故に数値計算手法を用いて振る 舞いを調べ、 安定性について議論す

る 必要がある 。 本講義では、 いく つかのモデルを例示する こ と で数学モデルの作り 方を学び、 計算機シミ ュ レ ーショ ンによ り モデルの振る 舞いを観測する こ と で、 非線形シ

ス テムに関する 理解を深める 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

常微分方程式も し く は差分方程式で与えら れた非線形シス テムの振る 舞いを数値計算によ り シミ ュ レ ーショ ンでき る よ う になる 。

観測さ れる 現象について説明でき る よ う になる 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

線形シス テムと 非線形シス テム1

数学モデルの作り 方と 解析解（ １ ） 　 [ 人口問題: 　 Mal t husの考え方を例に]2

数学モデルの作り 方と 解析解（ ２ ） 　 [ 人口問題: 　 Verhul stの考え方を例に]3

計算機を用いた数値計算（ １ ） 　 [ Eul er法]4

計算機を用いた数値計算（ ２ ） 　 [ Runge-Kut t a法]5

2次元非線形微分方程式（ １ ） 　 [ Lot ka-Vol t er r a方程式を例に]6

2次元非線形微分方程式（ ２ ） 　 [ 計算機を用いたLot ka-Vol t er r a方程式の数値計算]7

カオス （ １ ） 　 [ カオス と は]8

カオス （ ２ ） 　 [ Logi st i c写像]9

カオス （ ３ ） 　 [ リ タ ーンマッ プと 1パラ メ ータ 分岐図]10

カオス （ ４ ） 　 [ 固定点の安定性と 周期倍分岐]11

カオス （ ５ ） 　 [ 計算機を用いたLogi st i c写像の数値計算]12

Poi ncar e写像（ １ ） 　 [ Poi ncar e写像と は]13

Poi ncar e写像（ ２ ） 　 [ Poi ncar e写像の導出:  1次元区分線形を例に]14

Poi ncar e写像（ ３ ） 　 [ 写像の安定性]15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

理論を数値計算を用いて確認する こ と で、 理解度の深化を促す。 受講生の習熟度を向上さ せる ため、 講義毎に「 講義に関する 質

問」 を提出し ても ら う 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

高校数学およ び大学2年生ま でに習う 基礎的計算、 特に微分•積分や行列に関する 復習（ 7h） 。 教科書、 講義資料を読む（ 8h） 。準備

学修

事後

学修

講義の内容を復習（ 5h） 。 プロ グラ ミ ング演習（ 25h） 。

教科書

講義資料を配布する 。

参考書

Model l i ng wi t h Di f f er ent i al  Equat i ons： Burghes他： El l i s Horwood Lt d

Excel で試す非線形力学： 平山： コ ロ ナ社

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習課題

期末試験

50% ○ ○

50% ○ ○

演習課題（ 50%） 、 期末試験（ 50%） で評価する 。 なお、 演習課題が1つでも 未提出の場合には、 評価の対象と なら ない。

注意事項
詳細な説明を、 第1回目の講義で説明し ま す。

備考

リ ン ク
URL

mailto:h-kato@oita-u.ac.jp


R343C035

ナン バリ ン グ

科学英語表現法( Advanced Engl i sh f or  Engi neer i ng and Sci ence St udy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  園井　 千音、 佐々木　 朱美、 大谷　 英理果

E-mai l    chi ne@oi t a-u. ac. j p( 園井) ・ akemi sa@oi t a-u. ac. j p( 佐々木) ・ o-er i ka@oi t a-u. ac. j p( 大谷)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

理工学部の高学年次にふさ わし い知的言語運用力、 こ の習得に必要な専門的知識、 科学と 社会的文化的関連について英語で学ぶ。 ま た科学や社会、 文化の総合的内容を英語

で読みま た、 それについて論理的に思考する こ と ができ る 。 英語の文法的知識、 語彙、 発音など について知識を得、 それら を運用し 自分の意思を正確に伝達する こ と ができ

る 。 英語によ る 広く 深い知識を習得する こ と を目的と する 。

目標1

目標2

目標3 英語によ り 論理的にエッ セイ 作成をする こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

科学、 ま た科学と 社会的文化的背景について英語で読むこ と ができ る 。

英語によ り 自分の考えを話すこ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

イ ント ロ ダク ショ ン1

英文エッ セイ 読解（ １ ）2

英文エッ セイ 読解（ ２ ）3

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現（ １ ）4

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現 ( 2)5

英文エッ セイ 読解 ( 3)6

英文エッ セイ 読解 ( 4)7

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現( 3)8

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現( 4)9

英文エッ セイ 読解（ ５ ）10

英文エッ セイ 読解( 6)11

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現( 5)12

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現（ ６ ）13

復習と ま と め（ １ ） 語彙・ 文法　 総合的復習14

復習と ま と め（ ２ ） 英作文も し く は意見発表15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

英語の辞書活用に慣れる こ と 。 英語表現の特徴について日本語表現と の

違いについて常に認識する こ と 。 各講義において、 ペアワ ーク 、 ディ ス

カッ ショ ンなど を通し て、 よ り 英語語彙力の多い英語読解と 論文作成を

実践する 。

図書館における 資料検索など の実施　 自由な作文課題を選ぶ　

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

各主題のテキス ト や参考資料について必要に応じ て予習する （ 15h： 学期合計)  各主題の英語エッ セイ や作文内容についてよ り 詳し い情報を必要に応じ て収集

する （ 15h： 学期合計)
準備

学修

事後

学修

各主題のテキス ト や参考資料について語彙、 英語内容について復習（ 15h： 学期合計)  各主題の英語作文や英語読解についての課題を完成さ せる （ 15h： 学期合

計)

教科書

講義で指示する 。

参考書

講義で指示する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

英語によ る 作文小課題

英語によ る ディ ス カッ ショ ン

総ま と め筆記試験

30% ○ ○ ○

10% ○ ○ ○

60% ○ ○ ○

注意事項
なし 。

備考
なし 。

リ ン ク
URL

mailto:chine@oita-u.ac.jp
mailto:akemisa@oita-u.ac.jp
mailto:o-erika@oita-u.ac.jp


R393C036

ナン バリ ン グ

起業家養成講座( Ent r epr eneur shi p Tr ai ni ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 1年
理工学部理工

学科
前期

氏名  江藤　 真由美

E-mai l    et ou-mayumi @oi t a-u. ac. j p   内線   7912

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 次代の担い手と なる 若手起業家の輩出に向けた人材育成に資する 講義を行う ． 企業研究を行い， 企業経営や戦略について理解し ， 実際に事業計画を立て， 理解を深める ．

目標1

目標2

目標3 起業を想定し た事業計画をグループで実際に作成し ， 説明でき る よ う になる ．

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

起業に必要と なる 企業経営に関する 基礎知識や考え方について体系的に理解し ， 習得する 。

実際の起業の例について， 学び， 検討する と と も に， その概要を理解し ， 身につける ．

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

創業の基礎知識に関する 講義1

県内起業家・ 経営支援者等を招いた講話等2

県内起業家・ 経営支援者等を招いた講話等3

企業研究（ 講義， 討論等）4

企業研究（ 講義， 討論等）5

企業研究（ 講義， 討論等）6

企業研究（ 講義， 討論等）7

企業研究（ 講義， 討論等）8

事業計画作成の基礎を学ぶ講義9

事業計画の検討に係る ワ ーク10

事業計画の検討に係る ワ ーク11

事業計画の検討に係る ワ ーク     事業計画の概要発表12

事業計画の概要発表13

事業計画の概要発表14

産学連携の重要性15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

意見交換， 事業計画の立案演習， プレ ゼンテーショ ンと 意見交換 授業は外部講師（ 専門家等） と の連携で行う ．

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事業計画書立案のための情報収集およ び事業計画書作成を行う ． ( 15h)準備

学修

事後

学修

授業の内容を復習し ， 事業計画書作成に役立てる ． ( 15h)

教科書

資料を配布する ．

参考書

参考書を指定し ない．

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習

事業計画書作成

プレ ゼンテーショ ン

10% ○ ○

40% ○ ○

50% ○

注意事項
講義は集中的に行う ．

開講日は6月～8月の中で3～4日間（ でき る だけ連続になる よ う に日程を組む） と なる 予定．

備考
本講義の受講生が， ビジネス プラ ンに関する コ ンテス ト で， 賞を獲得し ている ．

リ ン ク
URL

mailto:etou-mayumi@oita-u.ac.jp


○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

企業経営指導を行っている 中小企業診断士の方に事業計画書作成指導など を分担し ても ら う ．

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

財務， 会計， 経営， 事業計画など 企業運営についての指導経験をも と に事業計画書の作成指導を行う ．

実務経験を

いかし た教

育内容



R343C037

ナン バリ ン グ

イ ン タ ーン シッ プＡ ( I nt er nshi p A)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 1 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  戸高　 孝

E-mai l    t odaka@oi t a-u. ac. j p   内線   7823

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

実際の業務を体験する こ と によ り 講義や演習・ 実験等， 大学で学修し ている 内容の社会的意義や社会と の関わり について理解を深め， 卒業研究に対する 自覚と 将来への展望

を認識する 。 ま た， 職業人と なる ためのキャ リ ア形成や自己分析のために， 今後の学修の方向性への示唆や職業選択を行う 場合に必要な自分の適性や職種についての理解を

深める 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○企業や行政の実際の業務を体験し ， 将来職業人と し て活躍する ための方法論や職業選択を行う ための経験を育む。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

企業， 官公庁等の実際の職場において夏季休業中に2週間以上の実習を行い，1

・ 実際の業務の流れはど のよ う になっている か2

・ 職場では学卒者と し てどのよ う な役割を求めら れている か3

・ 現場ではど のよ う な知識、 ス キルが求めら れている か4

等を実際の体験を通じ て学ぶ。5

なお， 企業等へ派遣さ れる 前には事前研修会に出席する と と も に， 終了後は報告会において実習で得ら れたこ と を報告する 。6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実際の職場によ る 研修によ り ， 自ら 考え行動する 力を育む。 ・ 事前研修会の実施

・ 事後報告会の実施

・ 報告書の作成
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前研究会を基にし た事前準備（ 8h）準備

学修

事後

学修

研修報告書の作成と ， 事後報告会での発表と そのための準備（ 8h）

教科書

必要に応じ てプリ ント を配布する 。

参考書

場合によ ってはグループト ーク 等で意見を集約する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実習先によ る 評価 100% ○

注意事項
・ 学生保険に必ず加入のこ と

・ 安全に注意する こ と

備考

リ ン ク
URL

mailto:todaka@oita-u.ac.jp


○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

実習先の企業・ 行政の職場の担当者： 実習を通し て実務を体験する 。

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

実際の企業での職務経験をも と に， 学生のイ ンタ ーンシッ プでの注意点などの指導を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R343C038

ナン バリ ン グ

イ ン タ ーン シッ プＢ ( I nt er nshi p B)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  戸高　 孝

E-mai l    t odaka@oi t a-u. ac. j p   内線   7823

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

実際の業務を体験する こ と によ り 講義や演習・ 実験等， 大学で学修し ている 内容の社会的意義や社会と の関わり について理解を深め， 卒業研究に対する 自覚と 将来への展望

を認識する 。 ま た， 職業人と なる ためのキャ リ ア形成や自己分析のために， 今後の学修の方向性への示唆や職業選択を行う 場合に必要な自分の適性や職種についての理解を

深める 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○企業や行政の実際の業務を体験し ， 将来職業人と し て活躍する ための方法論や職業選択を行う ための経験を育む。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

企業， 官公庁等の実際の職場において夏季休業中に４ 週間以上の実習を行い，1

・ 実際の業務の流れはど のよ う になっている か2

・ 職場では学卒者と し てどのよ う な役割を求めら れている か3

・ 現場ではど のよ う な知識、 ス キルが求めら れている か4

等を実際の体験を通じ て学ぶ。5

なお， 企業等へ派遣さ れる 前には事前研修会に出席する と と も に， 終了後は報告会において実習で得ら れたこ と を報告する 。6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実際の職場によ る 研修によ り ， 自ら 考え行動する 力を育む。 ・ 事前研修会の実施

・ 事後報告会の実施

・ 報告書の作成
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前研究会を基にし た事前準備（ 15h）準備

学修

事後

学修

研修報告書の作成と ， 事後報告会での発表と そのための準備（ 15h）

教科書

必要に応じ てプリ ント を配布する 。

参考書

必要に応じ て適宜， 参考図書を紹介する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実習先によ る 評価 100% ○

注意事項
・ 学生保険に必ず加入のこ と

・ 安全に注意する こ と

備考

リ ン ク
URL

mailto:todaka@oita-u.ac.jp


○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

実習先の企業・ 行政の職場の担当者： 実習を通し て実務を体験する 。

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

実際の企業での職務経験をも と に， 学生のイ ンタ ーンシッ プでの注意点などの指導を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R392C039

ナン バリ ン グ

基礎物理学( Basi c Physi cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修・ 選択 2 1・ 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  小林良彦

E-mai l    yoshi koba@oi t a-u. ac. j p   内線   7632

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

中学校学習指導要領の「 エネルギー」 分野で取り 上げる 内容に則し て「 運動と 力」 「 熱と 仕事」 「 波動」 「 電磁気」 について基礎的かつ包括的な内容を取り 上げ、 物理学の

基礎知識を学ぶ。 ま た、 演習問題を解く こ と で、 物理学の基本的知識やその考え方、 それら に基づいた自然に対する 洞察力を体得する こ と を目指す。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

物理学の基礎的な内容について他者に説明でき る よ う になる 。

物理学に関する 基礎的な知識を用いて演習問題を解ける よ う になる 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

基礎物理学の数学的準備1

物体の位置・ 速さ ・ 加速度2

物体の運動方程式3

剛体の運動4

熱と 温度5

気体の状態方程式と 分子運動論6

熱過程7

波の性質8

音波と 光波9

ク ーロ ンの法則と 電界10

コ ンデンサー11

電流と 磁界12

磁界と 電磁誘導13

電子・ 原子・ 原子核14

量子論入門15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習、 小テス ト 、 グループ活動 動画の活用、 LMS（ Moodl e） の活用
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前資料（ プリ ント や動画） を予習する （ 25h） 。準備

学修

事後

学修

授業で扱った内容やそれに関連する 内容について自習する （ 10h） 。

授業での学習を活かし 、 レ ポート 課題の完成度を高める （ 10h） 。

教科書

授業中に配布する プリ ント や小冊子を使用する 。

参考書

授業中およ びMoodl eで、 適宜、 紹介する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト

レ ポート

テス ト

30% ○ ○

30% ○ ○

40% ○ ○

注意事項
中学校・ 高等学校理科教員免許必修科目

備考

リ ン ク
URL

mailto:yoshikoba@oita-u.ac.jp


R392C040

ナン バリ ン グ

基礎地学( Ear t h Sci ences and Ast r onomy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択／必修 2 1・ 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  小西　 美穂子

E-mai l    mkoni shi @oi t a-u. ac. j p   内線   7336

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

地学と は、 地球内部・ 表層や地球を含む宇宙で生じ る 様々な現象を解明する 学問であり 、 その内容は多岐にわたる 。 本講義では地学への導入と し て、 地球の大気と 海洋、 地

球の内部や表層の活動、 地球環境の歴史、 宇宙における 地球、 天体や宇宙の構造など に関する 基礎的事項について学修する 。 身近な例を交えて地学全般に関する 理解を深め

、 専門分野へ応用・ 発展する ための礎を築く こ と を目指す。

目標1

目標2

目標3 惑星の運動や恒星の性質が基本的な科学で理解でき る 。

目標4 宇宙の中での地球の位置づけを知る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

惑星と し ての地球の特徴を説明でき る 。

地球の構造や活動、 歴史が理解でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

はじ めに（ 地学と は）1

大気の構造と 雲の形成2

地球の熱収支と 大気の運動3

海洋の構造と 循環4

大気と 海洋の相互作用5

地質構造と 岩石鉱物6

マグマと 火山活動7

地球の内部構造と プレ ート テク ト ニク ス8

地震と 地震災害9

地球史と 生命進化10

惑星と し ての地球と 天体の運動11

太陽系と 惑星の運動12

恒星の性質13

恒星の進化14

天の川銀河と 宇宙の構造15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義中に演習や小テス ト を行う 。 Moodl eを使用する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト や資料によ る 予習（ 2h/回）準備

学修

事後

学修

小テス ト や試験によ る 復習（ 2h/回）

教科書

ニュ ース テージ新地学図表（ 著者・ 出版社と も 浜島書店） ， 2024年版推奨だが旧版も 可

はじ めて学ぶ大学教養地学（ 慶應義塾大学出版会） ， 杉本憲彦・ 杵島正洋・ 松本直記著， 2020年

授業で使用する 資料をMoodl e上に公開する 。

参考書

も う いちど 読む数研の高校地学（ 数研出版） 数研出版編集部（ 編集） , 2019

新し い地球惑星科学（ 培風館） , 西山貞男， 吉田茂生( 著） , 2019

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト

定期試験

30% ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

注意事項
高校時代の地学履修を前提と し ない

備考

リ ン ク
URL

mailto:mkonishi@oita-u.ac.jp


R392C041

ナン バリ ン グ

基礎生物学( Basi c Bi ol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  泉　 好弘

E-mai l    yi zumi @oi t a-u. ac. j p   内線   7577

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

生物がど のよ う にし て生長し ， 子孫を残し ていく のかを理解さ せる ために， 物質代謝， 自己複製， 刺激応答性， 他の生物や環境と の関係に関する 基礎的な内容について解説

する 。

目標1

目標2

目標3 生物がど のよ う にし て子孫を残し ていく のかを説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

生物の特徴（ 無生物と の違い） を説明でき る 。

生物がど のよ う にし て生長する のかを説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

生物の定義と 細胞の特徴1

物質代謝 I 　 - 生物を構成する 物質 -　2

物質代謝 I I 　 - 酵素の特徴 -3

物質代謝 I I I 　 - 酸素呼吸 -4

物質代謝 I V　 - 光合成 -5

自己複製 I 　 - 核酸の特徴と タ ンパク 質合成 -6

自己複製 I I 　 - DNAの複製と 体細胞分裂 -7

自己複製 I I I 　 - 減数分裂と 配偶子形成 -8

自己複製 I V　 - 発生 -9

刺激応答性 I 　 - 刺激の受容と 応答 -10

刺激応答性 I I 　 - 抗原抗体反応 -11

生態系の物質循環と エネルギーの流れ12

個体群内， 個体群間の相互作用13

生物多様性と その保全14

生物の系統と 進化15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

指名発問
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配付資料等の情報を必要に応じ て予習する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

授業ノ ート を整理し ， 授業内容をま と める ( 15h) 。

授業ノ ート や配付資料を用いて復習する ( 15h) 。

教科書

教科書は指定し ない。

授業中に配布する プリ ント を使用する 。

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

試験

レ ポート

80% ○ ○ ○

20% ○ ○ ○

注意事項
特になし

備考
特になし

リ ン ク
URL

mailto:yizumi@oita-u.ac.jp


R392C042

ナン バリ ン グ

基礎化学( Basi c Chemi st r y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  芝原　 雅彦

E-mai l    mshi ba@oi t a-u. ac. j p   内線   7553

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

物質を構成する 原子や分子について理解を深め、 化学結合や分子の構造が物質と し ての性質にど のよ う に関わっている かを学ぶ。 その上で、 物質の気体・ 液体・ 固体状態に

おける 性質、 化学反応、 無機化合物， 有機化合物， 高分子化合物に関する 基礎知識を身につけ， 化学の基礎が理解でき る よ う になる 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○原子や分子の諸性質を理解し 、 物質に関する 基礎知識を身につけ、 化学の基礎を理解する こ と を目標と する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

原子と 分子１ （ 元素， 原子・ 分子， 原子量・ 分子量）1

原子と 分子２ （ 元素の周期表， 原子の電子構造， 放射性同位体）2

化学結合１ （ イ オン結合， 共有結合）3

化学結合２ （ 分子の構造， 分子間力， 金属結合）4

物質の状態１ （ 気体， 溶液）5

物質の状態２ （ 希薄溶液の性質， コ ロ イ ド ， 固体）6

化学反応１ （ 反応速度， 化学変化と エネルギー）7

化学反応２ （ 化学平衡， 酸・ 塩基の反応， 酸化還元反応）8

無機物質１ （ 元素の分類， 非金属単体， 非金属の水素化物と 酸化物）9

無機物質２ （ 金属単体， 金属の化合物， 錯イ オン， 金属イ オンの定性分析）10

有機化学の基礎（ 有機化合物の分類・ 化学式， 異性体， 有機反応）11

脂肪族炭化水素と 脂肪族化合物12

芳香族炭化水素と 芳香族化合物13

天然有機化合物（ 油脂， 炭水化物）14

高分子化合物（ 繊維， 合成樹脂， ゴム）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義中に演習問題を解かせ学生の理解度を確認する 。 ま た， 課題を解く

こ と で理解度を深める 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

あら かじ め教科書を読み， 自ら 課題をみつける ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

講義内容を復習し ， 課題レ ポート ( 30h) によ り 理解を深める 。

教科書

一般化学　 四訂版　 長島弘三， 富田功著　 2016年（ 裳華房）

参考書

高校化学の教科書， 図説， およ び学習指導要領

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題レ ポート

定期試験

30% ○

70% ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:mshiba@oita-u.ac.jp


R392C043

ナン バリ ン グ

生物学実験( Labor at or y Bi ol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  泉　 好弘， 永野　 昌博， 北西　 滋

E-mai l    yi zumi @oi t a-u. ac. j p， masanagano@oi t a-u. ac. j p， ki t ani shi @oi t a-u. ac. j p   内線   7577,

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

様々な実験や観察を行う と と も に， 実験や観察の準備方法やデータ 解析法について解説する 。 授業終了後， 自分自身で実験や観察を実施する ためのマニュ アルと なる レ ポー

ト を作成する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

植物学， 動物学， 生態学における 代表的な実験や観察の方法を説明でき る 。

植物学， 動物学， 生態学における 代表的な実験や観察を独力で実施でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

顕微鏡の使用法1

植物の構造 I 　 - 花の構造 -2

植物の構造 I I 　 - 葉と 茎の構造 -3

植物の構造 I I I 　 - 種子と 果実の構造 -4

細胞の観察 I 　 - 植物細胞 -5

細胞の観察 I I 　 - 体細胞分裂 -6

動物の構造　 - 無脊椎動物の解剖 -7

細胞の観察 I I I 　 - 動物細胞 -8

動物の発生 I 　 - 両生類の発生 -9

動物の発生 I I 　 - 魚類の発生 -10

土壌生態学実験 I 　 - 土壌動物の採集 -11

土壌生態学実験 I I 　 - 土壌環境の測定 -12

コ ンピ ュ ータ を活用し た土壌動物と 土壌環境の関係の解析法13

野外での生物観察　 - 生物の探し 方と 採り 方 -14

生物標本作成　 - 生物標本の作り 方， 生物の種名の調べ方 -15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実験・ 観察， 指名発問
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前に配布する 資料を読んで， 実験内容を把握する （ 15h)準備

学修

事後

学修

実験ノ ート を整理し ， レ ポート を作成する ( 30h) 。

教科書

教科書は指定し ない。

事前に配布する プリ ント を使用する 。

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート

授業（ 実験） 中の態度

80% ○ ○

20% ○ ○

注意事項
遅刻厳禁

備考
受講者数の上限は20名と する 。

受講希望者数が20名を超える 場合は自然科学コ ース の学生， 地域環境科学プロ グラ ムと 物理学連携プロ グラ ムの中学校教員免許取得希望者を優先し ， 残り の学生で

リ ン ク
URL

mailto:yizumi@oita-u.ac.jp
mailto:masanagano@oita-u.ac.jp
mailto:kitanishi@oita-u.ac.jp


R392C044

ナン バリ ン グ

地学実験( Labor at or y Ear t h Sci ences and Ast r onomy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  西垣　 肇、 小西　 美穂子

E-mai l    gaki @oi t a-u. ac. j p,  mkoni shi @oi t a-u. ac. j p   内線   7571,  7336

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

地学分野の基本的な事物・ 対象についての観察・ 実験を行う 。 課題と し て， 天体観測， 岩石， 地層， 天気図の作成， 気象観測など を扱う 。 コ ンピ ュ ータ を活用し ながら ， 表

や図の作成， レ ポート の作成を行う 。

目標1

目標2

目標3 天気図の作成と 基本的な気象観測ができ る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

望遠鏡の原理・ 構造を説明し ， 操作をし て天体観測ができ る

岩石を説明し ， 地層観察に参加し て， 測定が行える

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

天体観察や天体望遠鏡に関する 基本的知識　 （ 担当　 小西）1

天体望遠鏡の操作実習， 天体観測（ 基本操作， 月） 　 （ 担当　 小西）2

天体望遠鏡の操作実習， 天体観測（ 惑星， 恒星） 　 （ 担当　 小西）3

天体望遠鏡の操作実習， 天体観測（ 星団， 星雲， 銀河） 　 （ 担当　 小西）4

測光解析によ る HR図の作成　 （ 担当　 小西）5

火成岩の成因によ る 分類， 火成岩の観察　 （ 担当　 小西）6

堆積岩の成因によ る 分類， 堆積岩の観察　 （ 担当　 小西）7

歩測によ る 地球の大き さ の測定　 （ 担当　 西垣）8

野外における 地層観察， 柱状図の作成　 （ 担当　 西垣）9

変成岩の成因によ る 分類， 変成岩の観察　 （ 担当　 西垣）10

天気図の作成　 （ 担当　 西垣）11

雲の観察　 （ 担当　 西垣）12

気温と 湿度の測定　 （ 担当　 西垣）13

大気圧の測定　 （ 担当　 西垣）14

風向と 風速の測定　 （ 担当　 西垣）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

グループ内で協力し て結果を導出し ， その結果についての考察をディ ス

カッ ショ ンし て実験レ ポート をま と める 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

準備

学修

事後

学修

レ ポート の作成（ 15ｈ ）

教科書

教科書を指定し ない。

参考書

ニュ ース テージ新地学図表， 浜島書店

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題レ ポート 等

受講状況

70% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

注意事項
日時を変更し て実習を行う 場合がある 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:gaki@oita-u.ac.jp
mailto:mkonishi@oita-u.ac.jp


R312S045

ナン バリ ン グ

電気磁気学１ ( El ect r omagnet i cs 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  片山　 健夫

E-mai l    t kat ayam@oi t a-u. ac. j p   内線   7849

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

電気磁気学の理解の第一段階と し て， 静電界の考え方の基礎を学ぶ。 真空中の静電界の基礎方程式（ 特に電位と 電界， 電荷の関係） について学び， それら の具体的な応用に

ついて理解を深める 。 ベク ト ルを用いて電気磁気学の現象を表すこ と に慣れる と と も に， “ 場の概念” など の考え方を学ぶ。

目標1

目標2

目標3 ガウ ス の法則を説明し ， 適用する こ と ができ る 。

目標4 電界と 電位の関係を説明でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

ベク ト ルの演算ができ る 。

ク ーロ ンの法則を説明し ， 適用する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ベク ト ル解析の基本， ベク ト ル関数の微分や積分など について学ぶ。1

いろいろなベク ト ルの演算を実施し ， ベク ト ル解析を理解する 。2

電荷， 静電誘導， ク ーロ ンの法則について学ぶ。3

電気力線， 電束と 電束密度について学ぶ。4

ガウ ス の法則（ 積分形） について学ぶ。5

ガウ ス の法則（ 微分形） について学ぶ。6

各座標系を整理し ， 線分要素・ 面積要素・ 体積要素を理解する 。7

電位， 電界について学ぶ。8

前半部分の演習問題を解き ， 理解を深める 。9

ラ プラ ス の方程式と ポアソ ンの方程式について学ぶ。10

電気双極子， 電気二重層について学ぶ。11

一様に帯電し た球の電界について学ぶ。12

一様に帯電し た無限長円筒の電界について学ぶ。13

導体系における 電位， 電荷の分布， 電界や電束密度を求める 各種問題の演習を行う 。14

電気磁気学１ のま と めを行う 。15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

宿題と し て演習問題を解く 。  中間試験を行う 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書を事前に読み， 授業内容を確認し ておく （ 10ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

教科書を復習し ， 演習問題を解く （ 30h） 。

教科書

「 基礎電磁気学」 ， 山口昌一郎著， 電気学会， オーム社

参考書

高校在籍時の物理の教科書と ノ ート

「 電気磁気学」 その物理像と 詳論， 小塚洋司著， 森北出版株式会社

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

期末試験

50% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:tkatayam@oita-u.ac.jp


R313S046

ナン バリ ン グ

電気電子基礎実験１ ( El ect r i cal  and El ect r oni c Fundament al  Exper i ment s 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  電気エネルギー・ 電子工学プロ グラ ム全教員

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

電気電子工学・ 物理学に関する 基礎的な実験を行い， 電気電子分野で通常必要と さ れている 測定に関する 基礎的な知識を学習し ， 基本的計測技術を体得する 。

目標1

目標2

目標3 基本計測装置の取り 扱い

目標4 共振回路など の基本的な電気回路の理解

目標5 実験レ ポート のま と め方

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

電気回路と 電磁気学の基本法則を理解

電気回路の基本パラ メ ータ の測定技術の習得と 理解

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

実験説明会（ 実験の進め方， 安全確保， 実験ノ ート の取り 方， レ ポート の書き 方等）1

抵抗・ コ ンデンサ・ コ イ ルの特性１ （ 素子）2

抵抗・ コ ンデンサ・ コ イ ルの特性２ （ イ ンピ ーダンス ）3

電流・ 電圧の測定における 精度と 誤差4

電圧電流計測器の製作と 応用（ 原理）5

電圧電流計測器の製作と 応用（ 製作）6

電圧電流計測器の製作と 応用（ 校正・ 測定）7

電子の比電荷の測定（ 原理）8

電子の比電荷の測定（ 測定）9

直流ブリ ッ ジ回路10

交流ブリ ッ ジ回路11

変成器１ （ 変圧器， 電圧変成比）12

変成器２ （ 変圧器の等価回路， 鉄損）13

共振現象の測定（ 直・ 並列共振）14

オシロ ス コ ープ（ 基本操作， 波形観測） 　15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回、 実験ノ ート をチェ ッ ク する 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト によ り 実験内容を予習する （ 15ｈ ）準備

学修

事後

学修

レ ポート を作成する （ 30ｈ ）

教科書

実験テキス ト 「 電気電子基礎実験１ 」 創生工学科電気電子コ ース 編　 PDFフ ァ イ ル配付

参考書

テーマ毎に実験テキス ト に記載

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実験態度， レ ポート ， 口頭試問等 100% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
提出期限を厳守し ， 全ての課題レ ポート を必ず提出する こ と 。

備考

リ ン ク
URL



R313S047

ナン バリ ン グ

電気磁気学２ ( El ect r omagnet i cs 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  片山　 健夫

E-mai l    t kat ayam@oi t a-u. ac. j p   内線   7849

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

電気磁気学１ に引き 続いて， 帯電体や誘電体によ る 電界， 導体間や誘電体間に働く 力について理解する 。 特に， 導体や誘電体の境界面が種々の形で存在する 場合の電界や電

位の求め方を修得する 。 ま た， 電荷が電界によ って移動する 現象である 電流について学ぶ。

目標1

目標2

目標3 電気影像法を適用する こ と ができ る 。

目標4 電流を理解し ， 電気回路と の関係が説明でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

静電容量と 蓄えら れる エネルギーを求める こ と ができ る 。

誘電体中の電界を説明し ， 基本的な問題が解ける 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

導体の電荷分布と 電界， 導体表面に働く 力について学ぶ。1

静電容量について学び， 1個の導体球， 同心球間， 同心円筒間の静電容量の計算を行う 。2

静電容量について学び， 平行平板間， 平行導線間の静電容量の計算を行う 。3

電位係数， 容量係数について学ぶ。 誘電体中のガウ ス の法則を学ぶ。4

電気影像法について学ぶ。5

導体系のエネルギー， 導体系に働く 力を学ぶ。6

前半部分の演習問題を解き ， 理解を深める 。7

誘電体と 分極について学ぶ。8

誘電体中の電界や電束密度について学ぶ。9

誘電体間に働く 力を求める 。10

導体や誘電体の境界面がある 場合の境界値問題について学ぶ。11

静電エネルギーと 静電応力について学ぶ。12

電流， 抵抗と オームの法則について学ぶ。13

起電力， ジュ ール熱， 電力など について学ぶ。14

電気磁気学２ のま と めを行う 。15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

宿題と し て演習問題を解く 。  中間試験を行う 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

電磁気学Ⅰの復習をする （ 5h） 。準備

学修

事後

学修

教科書を復習し ， 演習問題を解く （ 30h） 。

教科書

「 基礎電磁気学」 ， 山口昌一郎著， 電気学会， オーム社

参考書

「 電気磁気学」 その物理像と 詳論， 小塚洋司著， 森北出版株式会社

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

期末試験

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:tkatayam@oita-u.ac.jp


R313S048

ナン バリ ン グ

電気磁気学３ ( El ect r omagnet i cs 3)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  片山　 健夫・ 戸髙　 孝

E-mai l    t kat ayam@oi t a-u. ac. j p,  t odaka@oi t a-u. ac. j p   内線   7849,  7823

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

電流の磁気作用， 電磁誘導作用およ び磁界のポテンシャ ルやイ ンダク タ ンス について学習し ， 電子の運動と し ての電流と ， それに伴って生じ る 磁界， 電界と 磁界の対応やロ

ーレ ンツ 力， そし てそれら を統合する 準定常場のマク ス ウ ェ ルの方程式を理解する 。

目標1

目標2

目標3 電磁誘導によ って生ずる 起電力や渦電流の計算ができ る 。

目標4 様々な導体のイ ンダク タ ンス の計算ができ る 。

目標5 準定常場のマク ス ウ ェ ルの方程式を説明でき る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

電流によ り 発生する 磁界の計算ができ る 。

ロ ーレ ンツ力の計算ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

準定常場のマク ス ウ ェ ルの方程式と ベク ト ル解析の復習（ アンペアの右ねじ の法則）1

磁界のポテンシャ ル（ 磁気ス カラ ーポテンシャ ルと 磁気ベク ト ルポテンシャ ル）2

アンペアの周回積分の法則3

ビオ・ サバールの法則4

磁界中の電流の受ける 力， ループ電流の磁気双極子モーメ ント5

平行導線の電流間に働く 電磁力， 電磁力によ る 仕事6

前半の演習問題・ 解答7

電磁誘導（ フ ァ ラ デーの法則）8

交流の発生， 磁場中を運動する 導体に生じ る 起電力9

電気機械エネルギー変換， 渦電流10

自己イ ンダク タ ンス 及び相互イ ンダク タ ンス11

イ ンダク タ ンス の計算（ ノ イ マンの公式， 環状・ 無限ソ レ ノ イ ド ）12

イ ンダク タ ンス の計算（ 有限ソ レ ノ イ ド ， ２ 本の平行往復導線間）13

磁界に蓄えら れる エネルギー14

総括， 後半の演習問題・ 解答15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習、 毎週の課題
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配布資料やテキス ト を必要に応じ て予習する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

毎週の課題や配布資料を用いて復習する ( 15h) 。

教科書

「 基礎電磁気学」 　 山口昌一郎　 著， 　 電気学会

参考書

「 電気磁気学 新装版-その物理像と 詳論」 　 小塚 洋司　 著， 　 森北出版

「 電磁気学ノ ート 」 　 藤田 広一　 著， 　 コ ロ ナ社

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

毎週の課題

演習問題

80% ○ ○ ○ ○ ○

5% ○ ○ ○ ○ ○

15% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
特になし

備考
電気電子コ ース 必修科目

リ ン ク
URL

mailto:tkatayam@oita-u.ac.jp
mailto:todaka@oita-u.ac.jp


R313S049

ナン バリ ン グ

電気電子基礎実験２ ( El ect r i cal  and El ect r oni c Fundament al  Exper i ment s 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  電気エネルギー・ 電子工学プロ グラ ム全教員

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

電気電子工学に関する 基礎的な実験を行い， 講義で学んだ（ こ れから 学ぶ） 基本的な電気電子の諸現象の理解を深める と と も に基本的実験技術を体得する 。

目標1

目標2

目標3 電磁気学の基本法則を理解し 電動機およ び発電機の原理を説明でき る よ う になる 。

目標4 放電によ る 絶縁破壊の原理を理解し プラ ズマの効率的生成が説明でき る よ う になる 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

能動電子素子を理解し 適切に使用でき る よ う になる 。

交流信号の計測およ び解析ができ る よ う になる 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

実験説明会（ 班分け， 安全確保， 実験の進め方と 日程等）1

電気電子材料の物性測定１ （ 半導体抵抗の温度特性）2

電気電子材料の物性測定２ （ フ ォ ト 特性）3

ダイ オード の特性１ （ PN接合ダイ オード ）4

ダイ オード の応用5

ト ラ ンジス タ の基礎特性6

ト ラ ンジス タ の増幅特性7

オシロ ス コ ープ（ 位相測定， ト リ ガー）8

正弦波発振器（ 入出力イ ンピ ーダンス ， 供給電力最大の法則）9

交流信号の複素イ ンピ ーダンス 計測10

交流信号のリ アク タ ンス 成分によ る 位相変化11

電動機およ び発電機の原理１ （ ロ ーレ ンツ 力， モータ の原理）12

電動機およ び発電機の原理２ （ 電磁誘導， 発電機の原理）13

放電と プラ ズマ生成１ （ 絶縁破壊）14

放電と プラ ズマ生成２ （ パッ シェ ンの法則）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実際に実験装置を動作さ せ， 目的のデータ を取得し 解析を行う 。 多様な実践的経験を積むため， 実験テーマごと に専用の実験装

置を準備し ている 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト によ り 実験内容を予習する （ 15h）準備

学修

事後

学修

レ ポート を作成する （ 30h）

教科書

実験テキス ト 「 電気電子基礎実験２ 」 創生工学科電気電子コ ース 編

参考書

テーマ毎に実験テキス ト に記載

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実技， レ ポート ， 口頭試問 100% ○ ○ ○ ○

注意事項
提出期限を厳守し ， 全ての課題レ ポート を必ず提出する こ と 。

備考

リ ン ク
URL



R313S050

ナン バリ ン グ

量子力学( Quant um Mechani cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  長屋　 智之

E-mai l    nagaya@oi t a-u. ac. j p   内線   7955

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

量子力学は原子・ 分子と いった極微の世界を記述する 現代物理学の重要な柱であり ， 物質科学を学ぶためには， 量子力学の知識が必要不可欠である 。 こ の講義では， 量子力

学誕生の経緯を紹介し ， 量子力学の基本的な内容を解説する 。 理解を確実にする 為の問題演習も 行う 。

目標1

目標2

目標3 ト ンネル効果など の量子力学の独特の概念を理解でき る 。

目標4 井戸型ポテンシャ ル中の粒子， 不確定性関係， 水素原子の電子軌道， ス ピ ンの内容を理解でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

量子力学が必要になる 理由を理解でき る 。

波動関数の概念を理解し ， シュ レ ディ ンガー方程式を解く こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

固体のモル比熱， 熱放射1

光電効果， 原子の安定性2

教科書第１ 章に関する 演習3

プラ ンク の量子仮説， アイ ンシュ タ イ ンの光子説4

光の二重性， ド ・ ブロ イ 波5

教科書第２ 章に関する 演習6

水素ス ペク ト ル， 水素原子模型， 前期量子論7

教科書第３ 章に関する 演習8

中間試験9

分散関係， 自由粒子のシュ レ ディ ンガー方程式10

波動関数， 量子力学と 古典力学の関係11

教科書第５ 章に関する 演習12

エルミ ート 演算子， 確率の法則13

ブラ ケッ ト 表現， 固有関数の完全性， 行列力学14

教科書第６ 章に関する 演習15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

内容の理解には数式の導出が必要になる ため， 講義の途中で隣の学生と

の教え合いの時間を設ける 。 演習問題は宿題と し ， 受講生が板書し て解

答する 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書を事前に予習し ， 理解でき ない箇所を明確にする ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

演習問題を行う ( 45h) 。

教科書

阿部龍蔵著　 はじ めて学ぶ量子力学　 サイ エンス 社　 ２ ０ ０ ８ 年

参考書

土屋賢一著　 「 ベーシッ ク 量子論」 裳華房　 ２ ０ １ ３ 年

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間テス ト

期末テス ト

50% ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:nagaya@oita-u.ac.jp


R313S051

ナン バリ ン グ

電気電子材料( El ect r i cal  and El ect r oni c Mat er i al s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  大森　 雅登・ 戸高　 孝

E-mai l    omor i @oi t a-u. ac. j p,  t odaka@oi t a-u. ac. j p   内線   7848,  7823

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

導電材料、 半導体材料、 絶縁材料およ び磁性材料の基本的性質と 機能を電子の運動から 理解し ， 簡単なデバイ ス を含めて電気電子材料の具体例を学ぶ。 ま た， こ れら が電気

電子材料と し てど のよ う に産業分野で利用さ れている かを理解する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

導電体， 半導体， 絶電体（ 誘電体） なら びに磁性体のも つ基本的な性質について説明ができ る よ う になる 。

ま た， こ れら の材料が， ど のよ う に応用さ れている かを説明でき る よ う になる こ と を目標と する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

物質の構造（ 電子の正体， 双対性）1

物質の構造（ 原子構造と 電子配置）2

物質の構造（ 結晶格子， バンド 理論） 個体中の電子の運動）3

導電体材料（ 金属の導電現象， オームの法則の証明）4

導電体材料（ 抵抗と 温度， ジュ ールの法則の証明， 熱電効果）5

導電体材料（ 超伝導現象， マイ ス ナー効果， BCS理論）6

半導体材料（ 真性半導体， 不純物半導体）7

半導体材料（ PN接合と ダイ オード ， 降伏現象）8

半導体材料（ ト ラ ンジス タ ，  FET， サイ リ ス タ ）9

半導体材料（ ホール効果， 磁気抵抗効果， 熱電効果， 光起電力効果）10

絶縁体・ 誘電体材料（ 導電現象， 絶縁破壊， 誘電分極）11

絶縁体・ 誘電体材料（ 強誘電体， 交番電界と 誘電体， 圧電効果）12

磁性体材料（ 磁性体の磁化， 磁気モーメ ント ， 反磁界， 磁性体の分類）13

磁性体材料（ 磁区構造， 磁壁移動， 磁化過程， 磁気ひずみ）14

磁性体材料（ 軟質磁性材料と 硬質磁性材料， 磁性体の応用）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎週の課題（ 調査など ） 参考資料を配布
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配布資料やテキス ト を必要に応じ て予習する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

毎週の課題や配布資料を用いて復習する ( 15h) 。

教科書

「 電気電子材料」 水谷照吉　 著， 　 オーム社

参考書

「 物質の構造と 性質」 　 小出昭一郎　 監修， 　 共立出版

「 現代　 電気電子材料」 　 山本秀和， 小田昭紀　 共著， コ ロ ナ社

「 電気材料基礎論」 　 小田哲治　 著， 数理工学社

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

小テス ト

80% ○ ○

20% ○ ○

注意事項
特になし

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:omori@oita-u.ac.jp
mailto:todaka@oita-u.ac.jp


R343S052

ナン バリ ン グ

電子物性工学( Sol i d St at e Physi cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

オン ラ イ ン （ オン デマ

ンド 型）

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  大野　 武雄

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

量子力学の基礎から 始ま り 原子核の周り の電子の状態、 結晶構造から 固体のエネルギー帯理論そし て、 それを基本と し て、 固体内のキャ リ ア密度と 固体内の電気伝導を扱う

。 講義中は必要に応じ て、 学生に考えて、 答えを出し ても ら う 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

種々の電子材料の性質を理解する ための基礎知識と し て物質中の中の原子や電子の振る 舞いの基礎を理解する 。

量子力学に基づく 固体内の電子状態の概念と エネルギー帯理論について理解し 、 フ ェ ルミ 準位等の概念を理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

電子物性と は1

電子物性の基礎2

電子配置3

粒子性と 波動性4

物質波5

波動方程式6

エネルギーバンド7

実格子と 逆格子8

群速度、 有効質量9

化学結合、 ブラ ベー格子10

格子振動、 比熱11

キャ リ ア12

Q&Aその１13

Q&Aその２14

電子物性工学のま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

基本的な内容については講義中に関連する 課題を提示し 、 議論を通じ て

考えて貰う 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

参考書を用いた予習( 15h)準備

学修

事後

学修

講義終了後に講義内容の復習を行う ( 15h)

教科書

教科書を指定し ない

参考書

宮入圭一、 電子物性の基礎、 森北出版、 1993年、 I SBN978-4-627-77180-2

宮入圭一ほか、 やさ し い電子物性、 森北出版、 2006年、 I SBN978-4-627-77311-0

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

レ ポート

講義中の受け応え

50% ○ ○

40% ○ ○

10% ○ ○

注意事項

備考
講義はオンデマンド 型オンラ イ ンの形式で行う 。

リ ン ク
URL



R343S053

ナン バリ ン グ

過渡現象論( Tr ansi ent  Ci r cui t  Anal ysi s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  槌田　 雄二

E-mai l    t suchi da@oi t a-u. ac. j p   内線   7824

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

ま ず， 回路図から 回路方程式（ 微分方程式） を立てる 方法を復習し ， １ 階ま たは２ 階の線形常微分方程式の解法について学ぶ。 それをベース に， 直流回路について， RC,  RL

の直列回路を中心に， 様々な回路について， 回路方程式を解く こ と によ ってその解がど のよ う な形になる のかを見る と と も に， 各素子の特性と 合わせて直感的な説明を加え

， そのイ メ ージを形成し て行く 。 次に， ラ プラ ス 変換によ る 微分方程式の解法を紹介する 。 そし て引き 続き ， RLCの回路を含む様々な直流回路， 交流回路の過渡現象につい

て， 微分方程式を解く こ と によ って過渡現象の理解を深めて行く 。

目標1

目標2

目標3 回路方程式を立てる こ と ができ る

目標4 RC,  RLと 直流電源の直列回路の過渡現象を， 数式に基づいて説明でき る

目標5 RC,  RLと 直流電源の直並列回路の過渡現象を， 数式に基づいて説明でき る

目標6 RC,  RLと 交流電源の直列回路の過渡現象を， 数式に基づいて説明でき る

目標7 RLCと 直流電源の直列回路の過渡現象を， 数式に基づいて説明でき る

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

線形常微分方程式を， 基本解， 特殊解から 解く こ と ができ る

線形常微分方程式を， ラ プラ ス 変換を使って解く こ と ができ る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

定常状態と 過渡状態， 電気回路の復習1

電気回路の回路方程式（ 微分方程式， 初期条件）2

線形常微分方程式の解法（ 基本解）3

線形常微分方程式の解法（ 特殊解と 一般解）4

RC回路の過渡現象（ 基本編）5

RC回路の過渡現象（ 応用編）6

RL回路の過渡現象（ 基本編）7

RL回路の過渡現象（ 応用編）8

中間試験， 試験問題の解説9

ラ プラ ス 変換の基礎10

ラ プラ ス 変換によ る 微分方程式の解法11

ラ プラ ス 変換によ る 過渡現象の求め方12

RLC回路の過渡現象13

交流回路の過渡現象（ RC、 RL回路）14

交流回路の過渡現象（ RLC回路）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

・ 毎講義後の小テス ト や考察事項の提出等を通し ， 達成度・  理解度を

確認し 、 双方向性を保つと と も に， 積極的な受講の必要性を自覚する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を事前に読んでおく ( １ ５ h)準備

学修

事後

学修

ノ ート ， 小テス ト を用いて復習する ( ３ ０ h)

教科書

吉岡芳夫， 作道訓之， 過渡現象の基礎( 第2版) ， 森北出版， 2004

参考書

高木亀一， 大学課程 過渡現象( 改訂2版) ， オーム社， 1994

大重力， 森本義広， 神田一伸， 例題で学ぶ　 過渡現象， 森北出版， 1988

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

期末試験

演習・ 小テス ト

40% ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
電気回路と 電磁気学が基礎と なる 。 こ れら の科目を十分理解し て身につけておく こ と 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:tsuchida@oita-u.ac.jp


R343S054

ナン バリ ン グ

数値解析( Numer i cal  Anal ysi s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  工藤　 孝人

E-mai l    t kudou@oi t a-u. ac. j p   内線   7851

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

１ ． 授業の意義・ 目的

理工学の多く の分野における 研究・ 開発では， コ ンピ ュ ータ によ る データ 処理やシミ ュ レ ーショ ンが重要な役割を果たし ていま す． 理工学部の学生にと って数値計算法は，

身につけておく べき 基礎的技能の１ つです． こ の授業では， 電気電子工学の諸問題と 関係の深い数値計算法について， それら の基本概念を説明し ま す． 到達目標は， 数値計

算法の基本的な考え方や使い方を習得する こ と です．

２ ． 他の授業科目と の関連及び受講前提

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

授業で取り 上げる 数値計算法の基本的な考え方， 公式の導出手順など を説明でき る ．

数値計算法を実際に使用し て， 簡単な問題を手計算で解ける ．

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

授業ガイ ダンス ， 絶対誤差と 相対誤差， 無限小・ 無限大と ラ ンダウ 記号1

２ 分法， ニュ ート ン法2

ベアス ト ウ 法3

ガウ ス ・ ジョ ルダン法， ヤコ ビ法， ガウ ス ・ ザイ デル法4

ラ グラ ンジュ の補間法， ニュ ート ンの補間法5

最小２ 乗法と 回帰直線・ 回帰曲線6

台形公式， シンプソ ンの公式， ニュ ート ン・ コ ーツ の公式7

前半の授業内容に関する 問題演習（ 中間試験）8

オイ ラ ー法， 台形法， 改良オイ ラ ー法9

ルンゲ・ ク ッ タ 法， 常微分方程式の解法における 不安定現象10

偏導関数の差分近似， 放物型偏微分方程式の解法11

双曲型・ 楕円型偏微分方程式の解法12

逆行列の計算， 行列の三角分解13

固有値と 固有ベク ト ル， 対称行列の対角化と ヤコ ビの方法14

離散フ ーリ エ変換と サンプリ ング定理， 高速フ ーリ エ変換15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

宿題解答の解説時に質問を受け付ける 時間を設ける ． 出欠確認， 宿題の提示・ レ ポート 提出・ 解答閲覧をウ ェ ブ

（ Moodl e） 上で可能と する ．
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

参考文献等の情報も 加味し ， 講義資料の内容を予習する （ 15h） ．準備

学修

事後

学修

宿題や講義資料によ り 復習する （ 30h） ．

教科書

担当教員が作成し た講義資料を配付する ．

参考書

講義資料に掲載する ．

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

前半の授業内容に関する 問題演習（ 中間試験）

期末試験

宿題レ ポート

30% ○ ○

30% ○ ○

40% ○ ○

注意事項
授業15回のう ち出席回数が３ 分の２ に満たない場合， 再履修と し ま す． 遅刻については授業開始後30分ま でを限度と し ， それ以上の遅刻は欠席扱いと し ま す． 常に

緊張感をも って授業に臨んでく ださ い．

備考
質問があれば， 遠慮せずに教員研究室（ 理工13号館507号室） ま で来室し てく ださ い．

リ ン ク
URL

mailto:tkudou@oita-u.ac.jp


R343S055

ナン バリ ン グ

電磁波・ 光工学( Fundament al s i n El ect r omagnet i c Waves)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  工藤　 孝人

E-mai l    t kudou@oi t a-u. ac. j p   内線   7851

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

１ ． 授業の意義・ 目的

通信， 放送， 医療， 加工， 探査など ， 様々な分野で電磁波は現代生活を支えていま す． こ の授業では有線伝送系の電磁波工学を取り 扱いま す． 最初にマク ス ウ ェ ルの方程式

を公理と し て， 平面波の性質， 電磁波伝搬の理論， 異なる 媒質の境界における 電磁波の反射・ 屈折の概念など を学びま す． 次に， 同軸ケーブル， 導波管， 光フ ァ イ バなど ，

伝送線路に沿って伝搬する 電磁波の解析法について学習し ま す．

２ ． 他の授業科目と の関連及び受講前提

目標1

目標2

目標3 異なる 媒質の境界面で反射およ び透過する 電磁波の電磁界を数式で表現でき る ． 反射係数・ 透過係数を求めら れる ．

目標4 導波管を伝搬する 電磁波の電磁界を数式で表現でき る ． 位相速度， 群速度を計算でき る ．

目標5 ２ 次元光導波路や光ファ イ バを伝搬する 電磁波の電磁界を数式で表現でき る ．

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

マク ス ウ ェ ルの方程式から 波動方程式を導出でき る ．

減衰定数， 位相定数， 表皮の深さ を， 媒質定数を用いた数式で表現でき る ．

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

授業ガイ ダンス ， マク ス ウ ェ ルの方程式， 電流連続の式1

波動方程式2

ポテンシャ ル関数を用いた電磁界の表現法3

平面波の性質， 伝搬定数・ 減衰定数・ 位相定数， 電磁波伝搬の理論， 表皮の深さ4

偏波， ポイ ンティ ング・ ベク ト ル， 位相速度と 群速度5

電磁界の境界条件6

平面波の反射・ 屈折・ 透過7

ベク ト ル解析に纏わる 問題演習8

ブルース タ ー角， 全反射9

導波路に沿って伝搬する 電磁波の分類， 同軸ケーブル10

導波管を伝搬する マイ ク ロ 波の解析法11

導波管における 電磁波の減衰， 光導波路の原理12

２ 次元光導波路を伝搬する 光波の解析法13

光ファ イ バの導波モード と 伝搬特性14

ガウ ス ビーム波の伝搬15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

宿題解答の解説時に質問を受け付ける 時間を設ける ． ま た， 電磁波諸現

象の視覚的理解を促進する ため， 適宜， 動画シミ ュ レ ータ のデモを行う

．

出欠確認， 宿題の提示・ レ ポート 提出・ 解答閲覧をウ ェ ブ

（ Moodl e） 上で可能と する ．
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

参考文献等の情報も 加味し ， 講義資料の内容を予習する （ 15h） ．準備

学修

事後

学修

宿題や講義資料によ り 復習する （ 30h） ．

教科書

担当教員が作成し た講義資料を配付する ．

参考書

講義資料に掲載する ．

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

宿題レ ポート

60% ○ ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
授業15回のう ち出席回数が３ 分の２ に満たない場合， 再履修と し ま す． 遅刻については授業開始後30分ま でを限度と し ， それ以上の遅刻は欠席扱いと し ま す． 常に

緊張感をも って授業に臨んでく ださ い．

備考
質問があれば， 遠慮せずに教員研究室（ 理工13号館507号室） ま で来室し てく ださ い．

リ ン ク
URL

mailto:tkudou@oita-u.ac.jp


R343S056

ナン バリ ン グ

半導体工学( Semi conduct or  Engi neer i ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  大野　 武雄

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

半導体物理の基礎の後に、 半導体素子の要と なる pn接合の物性的・ 電気的理解、 さ ら にMOS構造における 現象の理解と MOSト ラ ンジス タ の動作、 バイ ポーラ ト ラ ンジス タ の動

作の理解と 進める 。 講義中は必要に応じ て学生に考え、 答えても ら う 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○pn接合ダイ オード やト ラ ンジス タ など の半導体素子の増幅作用やス イ ッ チング作用など を理解でき る 知識を習得する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

半導体と は1

半導体の歴史2

半導体の種類3

状態密度と キャ リ ア濃度4

不純物半導体5

電流密度の式6

pn接合7

pn接合( 続き )8

金属／半導体接触9

MOS構造10

MOSト ラ ンジス タ11

バイ ポーラ ト ラ ンジス タ12

バイ ポーラ ト ラ ンジス タ ( 続き )13

Q&A14

半導体工学のま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

基本的な内容については、 講義中に関連する 課題を提示し 、 議論を通じ

て考えて貰う 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書を用いた予習( 15h)準備

学修

事後

学修

講義終了後に講義内容の復習を行う ( 15h)

教科書

高橋清ほか、 半導体工学、 森北出版、 2020年、 I SBN978-4-627-71044-3

参考書

参考書を指定し ない

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

レ ポート （ １ 回）

講義中の受け応え

50% ○

40% ○

10% ○

注意事項

備考
講義の一部はオンデマンド 型オンラ イ ンの形式で行う 。

リ ン ク
URL



R343S057

ナン バリ ン グ

ディ ジタ ル電子回路( Di gi t al  El ect r oni c Ci r cui t s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  立花　 孝介

E-mai l    t achi bana-kosuke@oi t a-u. ac. j p   内線   7829

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

ディ ジタ ル回路は電化製品やパソ コ ンなど 様々な機器で使用さ れていま す。 本講義では「 ディ ジタ ル回路と はど のよ う な回路か」 「 ディ ジタ ル回路はど のよ う な仕組みで動

作する のか」 等を理解し ても ら う べく ， ディ ジタ ル回路の基礎と なる 論理回路（ ゲート 回路） ， ゲート 回路を組み合わせて作成する 組み合わせ論理回路（ エンコ ーダ， 加算

器など ） ・ 順序回路について解説し ま す。

ま た， ディ ジタ ル回路への理解を深めても ら う べく ， 本講義では， ディ ジタ ル回路で使用さ れる パルス 電圧の生成・ 制御手法およ びアナロ グ信号・ ディ ジタ ル信号の変換手

法（ A/D変換， D/A変換） についても 解説し ま す。

目標1

目標2

目標3 ディ ジタ ル回路の動作をシミ ュ レ ーショ ンで検証でき る

目標4 パルス 発生回路・ パルス 整形回路の動作を説明でき る

目標5 アナロ グ信号・ ディ ジタ ル信号の変換手法およ び変換に伴う 誤差について説明でき る

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

組み合わせ論理回路・ 順序回路の動作を説明でき る

カルノ ー図を用いて論理関数を簡素化でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ディ ジタ ル回路の概要1

２ 進数の演算2

論理演算（ 論理代数）3

論理演算（ 論理関数の簡素化）4

半導体素子と 論理回路（ AND， OR， NOT）5

その他の論理回路6

エンコ ーダ・ デコ ーダ， マルチプレ ク サ・ デマルチプレ ク サ7

一致回路， 比較回路， 加算回路， 減算回路， 加減算回路8

記憶素子（ フ リ ッ プフ ロ ッ プ）9

順序回路（ レ ジス タ ， シフト レ ジス タ ）10

順序回路（ カウ ンタ ）11

パルス 発生回路（ マルチバイ ブレ ータ ）12

パルス 整形回路13

A/D， D/A変換14

I Cメ モリ15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習・ 課題レ ポート によ り 知識の定着・ 理解度の確認を行いま す。

演習・ 課題レ ポート ではシミ ュ レ ーショ ンを用いた問題も 扱い， 理解度

の向上を狙いま す。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書や講義資料の内容を事前に予習する （ 15h) 。準備

学修

事後

学修

講義内容について復習し ながら ， 課題レ ポート を作成する （ 30h） 。

教科書

家村道雄（ 監修） ， 小浜輝彦ら （ 共著） 『 入門 電子回路』 オーム社， 2007年， I SBN 9784274203657

参考書

参考書は指定し ま せん。

ディ ジタ ル回路の参考書は数多く あり ま すので， 必要に応じ て活用し てく ださ い。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題レ ポート

期末レ ポート

70% ○ ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
不合格者はすべて『 再履修』 と し ま す。 再試験は実施し ま せん。

備考

リ ン ク
URL

mailto:tachibana-kosuke@oita-u.ac.jp


R343S058

ナン バリ ン グ

自動制御( Aut omat i c Cont r ol )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  高橋　 将徳

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本講義では， 自動制御の基本と なる フィ ード バッ ク 制御について学ぶ。 具体的には， 「 線形シス テム」 で習得し たラ プラ ス 変換等を使った系の時間応答， 周波数特性と いっ

た数学的な線形シス テムの解析方法をベース にし た「 古典制御」 を中心に， フ ィ ード バッ ク 制御系の構成について講義する 。 ま た， 「 現代制御」 の学習に向けて， シス テム

の状態方程式表現や状態フィ ード バッ ク の基礎， さ ら に， z変換を用いたディ ジタ ル制御を紹介する 。

目標1

目標2

目標3 ナイ キス ト 線図， ボード 線図から ， 安定性や安定余裕がわかる

目標4 フ ィ ード バッ ク 制御系の設計仕様を理解・ 説明でき る

目標5 適切な方法を仕様を満足する フ ィ ード バッ ク 制御系が設計でき る

目標6 PI D制御のパラ メ ータ を調整でき る

目標7 状態フ ィ ード バッ ク 制御と ディ ジタ ル制御の概要を説明でき る

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

○

○

自動制御における フ ィ ード バッ ク の役割の説明ができ る

シス テムの安定性を判別でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス 。 線形シス テムの復習1

シス テムの伝達関数と 安定性（ BI BO安定， 安定判別法）2

周波数応答と 周波数伝達関数3

周波数特性（ ベク ト ル軌跡， ナイ キス ト 線図， ボード 線図）4

ナイ キス ト の安定判別5

安定余裕， 制御の基本構成6

フ ィ ード バッ ク 制御系の設計仕様（ 極と 応答， 周波数応答によ る 仕様）7

中間試験8

フ ィ ード バッ ク 制御系の定常特性と 周波数応答によ る 補償器の設計9

根軌跡を用いた制御系設計10

むだ時間も つ系， PI D制御11

シス テムの状態方程式表現12

状態フ ィ ード バッ ク 制御の基礎13

ディ ジタ ル制御の基礎14

計算機を用いた制御系のシミ ュ レ ーショ ン15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

・ 中間試験を実施し 、 知識の定着を図る 。

・ 学生自身がPC内に制御系のシミ ュ レ ータ を学習し た知識をも と に作成

し ， その挙動を観察する こ と で知識の理解を深める 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

前の週の履修事項の復習 ( 4h)準備

学修

事後

学修

講義内容を見直す( 8h) と と も に， PCを用いて， 系のパラ メ ータ を変化さ せたり ， 制御器を設計し たと き の挙動を観察し ， 数式や線図と 実際の挙動を結びつける

( 15h) 。

教科書

斉藤制海， 徐粒『 制御工学( 第２ 版) 』 2015年， 森北出版， I SBN9784627728226

参考書

佐藤和也， 平元和彦， 平田研二 ( 2018)  『 はじ めての制御工学 ( 改訂第2版) 』 講談社

川谷亮治著 ( 2014)  『 「 Maxi ma」 と 「 Sci l ab」 で学ぶ古典制御 ( 改定版) 』  工学社

森泰親 ( 2014)  『 演習で学ぶ基礎制御工学』  森北出版

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

期末試験

40% ○ ○ ○

60% ○ ○ ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL



R313P059

ナン バリ ン グ

プロ グラ ミ ングＣ ( pr ogr ammi ngC)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1年
理工学部理工

学科
前期

氏名  近藤隆司

E-mai l    r yuj i -kondo@oi t a-u. ac. j p   内線   7956

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

pyt honと いう コ ンピ ュ ータ ー言語を用いた， 初等的なプロ グラ ミ ングの講義である 。 プロ グラ ミ ングに関する 知識や経験は事前に必要と し ない。 ど のプロ グラ ミ ング言語を

利用する 場合でも 共通し て登場する ， 変数， 配列， 関数， ま た処理の流れを制御する ループや分岐など の基本的な要素を学習する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

各種プロ グラ ミ ング言語に共通する ， 変数， 配列， 関数， 分岐や繰り 返し 等の基本的な要素を理解する 。

pyt hon を用いて， 簡単なプロ グラ ムを作成でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

Googl e Col aborat or y を使う1

計算と 変数2

i f  文と イ ンデント3

whi l e によ る 繰り 返し4

多数の値をま と めて利用する ための工夫5

関数について6

ク ラ ス と モジュ ール7

ク ラ ス の利用方法8

パッ ケージの利用： pandas9

pandas を使う10

データ の集計， 検索11

データ の並べ替え， レ ポート 作成12

データ のグラ フ化： Al t ai r  の利用13

グラ フ のあれこ れ： 棒グラ フ14

グラ フ のあれこ れ： グラ フのプロ パティ ー15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

課題によ って， 理解を確認する 。 Moodl e を利用し た課題を課す。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

参考文献等の資料を事前に予習する 。 （ 15h）準備

学修

事後

学修

課題の回答をする （ 15h）

教科書

教科書は指定し ない。

参考書

『 例題でわかる Pyt honプロ グラ ミ ング入門』 佐村敏治， 堀桂太郎， 2022年， 電気書院

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

課題提出

60% ○ ○

40% ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:ryuji-kondo@oita-u.ac.jp


R313P060

ナン バリ ン グ

剛体の力学( Mechani cs of  Ri gi d Body)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 1 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  近藤　 隆司

E-mai l    r yuj i -kondo@oi t a-u. ac. j p   内線   7956

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

“ 質点近似” と は異なり ， 現実の物体は形や大き さ があり ， ま た回転運動をする 。 こ れら は“ 質点” のみを取り 扱う 力学には現れない要素である 。 こ の講義では， 大き さ を

有し 変形し ない理想化さ れた個体と し ての“ 剛体” を仮定し て， その運動を取り 扱う 。 それによ り 現実世界に近づいた運動の法則について考察を深める 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

剛体の運動を規定する 法則に関し て理解する

質点と 剛体の運動に関し て， その共通点と 相違を理解する

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

質量中心の運動1

質点系の運動量2

連続体3

剛体の運動4

慣性モーメ ント5

剛体運動の例： 実体振り 子6

剛体運動の例： 平面運動7

期末試験8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習によ る 知識の定着 e-Learni ngによ る 演習課題を課す
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

次回の講義資料を予習する 。 （ 15H）準備

学修

事後

学修

演習課題に回答する 。 （ 15h）

教科書

『 考える 力学』 兵頭俊夫， 学術図書出版社

参考書

参考書は指定し ない

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

課題提出

60% ○ ○

40% ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:ryuji-kondo@oita-u.ac.jp


R313P061

ナン バリ ン グ

物理学Ｐ Ｂ Ｌ １ ( Pr oj ect  Based Lear ni ng i n Physi cs 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 4 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  長屋　 智之・ 末谷　 大道・ 岩下　 拓哉・ 小西　 美穂子・ 近藤　 隆司

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 PBLと は， Proj ect -Based Learni ngの略であり ， 与えら れた課題に対し ， 自ら が考え， 課題解決を行う 学修形態である 。 社会的要請と し て， 多様化・ 複雑化する 現代社会

の中で， 多様な自然現象を支配する 普遍的な原理を見抜き ， 未知のも のに対し ても 論理的に取り 組む探求心や実践力が求めら ている ． 本講義は， こ れま で修得し た物理学の

基礎的な知識や考え方， 専門教育で学修し た必須の学力や技術力， 及び物理学分野の専門的知識をも と に， PBL形式の実践的な講義を通し て課題解決力の礎を学修する 。

目標1

目標2

目標3 実験及び数値計算の技術を得る 。

目標4 探究し た内容を分かり やすく 他人に伝えら れる 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

物理学に関する 探究課題を自ら の力で設定でき る 。

探究に必要な実験ある いは数値計算を設定でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス1

グループ分けと 役割分担の検討2

探究する 課題についての検討3

各課題で必要な実験ある いは数値計算の検討4

実験ある いは数値計算の準備5

実験ある いは数値計算の実施6

実験ある いは数値計算の結果の考察， 評価7

中間発表の準備8

中間発表9

中間発表に対する 意見に基づいて今後の探究計画の見直す10

追加する 実験ある いは数値計算の準備11

追加し た実験ある いは数値計算の実施12

追加し た実験ある いは数値計算の結果の考察， 評価13

最終発表の準備14

最終発表15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

自ら 物理学に関する 課題を設定する こ と ， 課題を解決する ための実験あ

る いは数値計算を設定＆実施でき る こ と ， 探究結果を発表する こ と がア

ク ティ ブラ ーニングと 言える 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

次回の物理学PBL1で必要な検討事項を事前に準備し ておく ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

実験や数値計算の結果の解析及び考察を行う ( 15h) 。

教科書

教科書は使用し ない。

参考書

各自が取り 組む内容に応じ て， 自分で参考になる 文献や論文を探す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実験ある いは数値計算の内容

中間発表の内容

最終発表の内容

30% ○ ○ ○

30% ○ ○

40% ○ ○

注意事項
物理学実験， 電気電子基礎実験１ ， 電気電子基礎実験２ の単位を取得し ている 必要がある 。

備考

リ ン ク
URL



R313P062

ナン バリ ン グ

物理学Ｐ Ｂ Ｌ ２ ( Pr oj ect  Based Lear ni ng i n Physi cs 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 4 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  長屋　 智之・ 末谷　 大道・ 岩下　 拓哉・ 小西　 美穂子・ 近藤　 隆司

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 物理学PBL2は， 物理学PBL1で修得し た物理学の総合的基礎知識と PBL( Proj ect -Based Learni ng) 形式の演習によ る 実践的知識をも と に， 物理学の発展的およ び分野横断型

課題について学修する こ と によ り ， 理工学の応用的展開への道筋を確かなも のと する ための主体性を涵養する 科目である 。 本講義では， 物理学の専門領域をPBLを通じ て主

体的かつ実践的に学修する 。

目標1

目標2

目標3 実験及び数値計算の技術を得る 。 １

目標4 探究し た内容を分かり やすく 他人に伝えら れる 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

物理学に関する 探究課題を自ら の力で設定でき る 。

探究に必要な実験ある いは数値計算を設定でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス1

グループ分けと 役割分担の検討2

探究する 課題についての検討3

各課題で必要な実験ある いは数値計算の検討4

実験ある いは数値計算の準備5

実験ある いは数値計算の実施6

実験ある いは数値計算の結果の考察， 評価7

中間発表の準備8

中間発表9

中間発表に対する 意見に基づいて今後の探究計画の見直す10

 追加する 実験ある いは数値計算の準備11

追加し た実験ある いは数値計算の実施12

追加し た実験ある いは数値計算の結果の考察， 評価13

最終発表の準備14

最終発表15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

自ら 物理学に関する 課題を設定する こ と ， 課題を解決する ための実験あ

る いは数値計算を設定＆実施でき る こ と ， 探究結果を発表する こ と がア

ク ティ ブラ ーニングと 言える 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

次回の物理学PBL2で必要な検討事項を事前に準備し ておく ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

実験や数値計算の結果の解析及び考察を行う ( 15h) 。

教科書

教科書は使用し ない。

参考書

各自が取り 組む内容に応じ て， 自分で参考になる 文献や論文を探す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実験ある いは数値計算の内容

中間発表の内容

最終発表の内容

30% ○ ○ ○

30% ○ ○

40% ○ ○

注意事項
物理学実験， 電気電子基礎実験１ ， 電気電子基礎実験２ の単位を取得し ている 必要がある 。

備考

リ ン ク
URL



R313P063

ナン バリ ン グ

物理学特別講義１ ( Physi cs Speci al  Lect ur e 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 1 2年
理工学部理工

学科
通年

氏名  長屋智之、 末谷大道、 岩下拓哉、 小西美穂子、 近藤隆司

E-mai l    nagaya@oi t a-u. ac. j p   内線   7955

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

物理学の分野は多岐にわたる ため， 本学の教員が教えら れる 内容には限り が有る 。 そのため， 物理学の先端的な研究を学ぶために， 外部から 著名な研究者を招いて研究のト

ピ ッ ク ス を紹介し ても ら う 。 研究のト レ ンド を理解し ， ト ピッ ク ス に関わる 科学的な基礎を習得し ， 自分の言葉でその内容， 意義， 面白さ など を他人に伝えら れる よ う にな

る こ と を目標と する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○物理学における 最先端の研究と 自分の興味分野を関連づけ， 応用する こ と ができ る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス1

物理学に関する 先端的内容の外部講師によ る 講演2

物理学に関する 先端的内容の外部講師によ る 講演3

物理学に関する 先端的内容の外部講師によ る 講演4

物理学に関する 先端的内容の外部講師によ る 講演5

物理学に関する 先端的内容の外部講師によ る 講演6

物理学に関する 先端的内容の外部講師によ る 講演7

全体を通し ての議論と ま と め8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

物理学に関連する 分野の先端事例等について理解し ， 講義等で習得し た

知識と の関係を知り ， その応用およ び考え方を学ぶ． ま た， 自分の考え

を表現でき る よ う にする 。

通常の講義だけでは接する こ と ができ ない内容について， 習得

する 機会と なる よ う な講演内容を設定する 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

講演に関連する 内容を前も って確認する 。 ( 8h)準備

学修

事後

学修

講演の内容を整理し ， ま と める 。 さ ら に， 自分の意見およ び考えをま と め， レ ポート を完成さ せる 。 ( 8h)

教科書

必要に応じ 資料を配布する 。

参考書

参考書を指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

授業において課す課題

レ ポート

20% ○

80% ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:nagaya@oita-u.ac.jp


R313P064

ナン バリ ン グ

物理学特別講義２ ( Physi cs Speci al  Lect ur e 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 1 3年
理工学部理工

学科
通年

氏名  長屋智之、 末谷大道、 岩下拓哉、 小西美穂子、 近藤隆司

E-mai l    nagaya@oi t a-u. ac. j p   内線   7955

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

物理学の分野は多岐にわたる ため， 本学の教員が教えら れる 内容には限り が有る 。 そのため， 物理学の先端的な研究を学ぶために， 外部から 著名な研究者を招いて研究のト

ピ ッ ク ス を紹介し ても ら う 。 研究のト レ ンド を理解し ， ト ピッ ク ス に関わる 科学的な基礎を習得し ， 自分の言葉でその内容， 意義， 面白さ など を他人に伝えら れる よ う にな

る こ と を目標と する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○物理学における 最先端の研究と 自分の興味分野を関連づけ， 応用する こ と ができ る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス1

物理学に関する 先端的内容の外部講師によ る 講演2

物理学に関する 先端的内容の外部講師によ る 講演3

物理学に関する 先端的内容の外部講師によ る 講演4

物理学に関する 先端的内容の外部講師によ る 講演5

物理学に関する 先端的内容の外部講師によ る 講演6

物理学に関する 先端的内容の外部講師によ る 講演7

全体を通し ての議論と ま と め8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

物理学に関連する 分野の先端事例等について理解し ， 講義等で習得し た

知識と の関係を知り ， その応用およ び考え方を学ぶ． ま た， 自分の考え

を表現でき る よ う にする 。

通常の講義だけでは接する こ と ができ ない内容について， 習得

する 機会と なる よ う な講演内容を設定する 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

講演に関連する 内容を前も って確認する 。 ( 8h)準備

学修

事後

学修

講演の内容を整理し ， ま と める 。 さ ら に， 自分の意見およ び考えをま と め， レ ポート を完成さ せる 。 ( 8h)

教科書

必要に応じ 資料を配布する 。

参考書

参考書を指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

授業において課す課題

レ ポート

20% ○

80% ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:nagaya@oita-u.ac.jp


R313P065

ナン バリ ン グ

統計力学( Stat i st i cal  Mechani cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  岩下　 拓哉

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

物質は原子や分子など のミ ク ロ な構成要素から なる 。 気体の圧力や熱容量など の物質の巨視的な諸性質も ， 原理的にはこ れら のミ ク ロ な要素の従う 法則から 説明さ れう る も

のである が， 要素の数が膨大である ので解く べき 方程式の数も 膨大なも のと なって事実上演繹不可能である 。 し かし ， 多数の要素が関連する と こ ろから ， そこ に新たに統計

的な法則が現れる 。 こ の授業では， 現実の世界で出会う 多数の粒子によ って構成さ れた物質の諸性質を統計的に取り 扱う 方法を学ぶ。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

多数の粒子によ って構成さ れた物質の統計的な取り 扱いについて理解でき る 。

統計的な方法を用いて， 熱容量やエント ロ ピー等， マク ロ な物理量を計算でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

統計力学の考え方1

理想気体の量子力学2

理想気体のエント ロ ピ ー3

理想気体の速度分布則4

局在化し た粒子系5

カノ ニカル分布と エネルギーの揺ら ぎ6

自由エネルギー7

ギブス の自由エネルギー8

古典統計力学近似9

エネルギー等分配の法則10

不完全気体11

低温と 量子効果（ １ ） 熱力学第３ 法則12

低温と 量子効果（ ２ ） ： 磁性体のエント ロ ピ ー13

低温と 量子効果（ ３ ） ： 空洞放射14

低温と 量子効果（ ４ ） ： 固体の格子振動15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

適宜レ ポート 課題を課す。 講義中演習問題に取り 組む。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書の内容を事前に読んでおく ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

授業の内容を基に、 授業内容の復習や指示さ れた演習問題に取り 組むこ と が求めら れま す( 45h) 。

教科書

統計力学（ 長岡洋介著、 岩波書店出版） 1994年

参考書

エッ センシャ ル統計力学（ 小田岳　 孝著、 裳華房出版） 2017年

統計力学（ 岡部　 豊著、 裳華房出版） 2000年

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

授業において課す課題

定期試験

30% ○

70% ○

注意事項
受講生の講義に対する 積極性を高く 評価する 。 ま た期末試験に含ま れる 中等教育の物理の内容において成績が十分でない場合は単位取得が困難である 。

備考

リ ン ク
URL



R313P066

ナン バリ ン グ

計算物理学２ ( Comput at i onal  Physi cs 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 1 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  末谷　 大道

E-mai l    suet ani @oi t a-u. ac. j p   内線   7960

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本授業では、 「 計算物理学１ 」 に引き 続き 、 物理学の様々な問題に対する 計算的アプロ ーチを学ぶ。 多粒子系、 反応拡散系、 生物の集団運動など を対象にし た数値シミ ュ レ

ーショ ンを実践形式で行う 。 解析的に求める こ と が困難なモデルを数値的に解き 、 シミ ュ レ ーショ ン結果の可視化と 定量的な分析を通じ て複雑な物理現象に対する 理解を深

める 。 授業形式は講義と 演習を合わせた形式で行う 。 プロ グラ ミ ング言語についてはPyt honま たはMATLABを標準と する 。

目標1

目標2

目標3 計算的アプロ ーチによ って物理学を探求する ための能力を身につける

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

物理現象に対する 数理モデリ ング能力を身につける

物理学周辺の諸問題の解決に必要な情報を収集する 能力を身につける

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

多粒子系のシミ ュ レ ーショ ン（ １ ） ： 保存系の数値積分1

多粒子系のシミ ュ レ ーショ ン（ ２ ） ： 重力相互作用と ３ 体問題2

多粒子系のシミ ュ レ ーショ ン（ ３ ） ： N体問題3

多粒子系のシミ ュ レ ーショ ン（ ４ ） ： 分子動力学法4

マルコ フ 連鎖モンテカルロ 法（ １ ） ： メ ト ロ ポリ ス 法と ギブス サンプリ ング5

マルコ フ 連鎖モンテカルロ 法（ ２ ） ： ハミ ルト ニアンモンテカルロ 法6

反応拡散系と 散逸構造7

群れと 集団運動8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

準備

学修

事後

学修

教科書

特になし

参考書

小川知之・ 宮路智行「 数理モデルと シミ ュ レ ーショ ン」 サイ エンス 社

R. H.  Landau他「 計算物理学I  ―数値計算の基礎/HPC/フ ーリ エ・ ウ ェ ーブレ ッ ト 解析― ( 実践Pyt honラ イ ブラ リ ー」 朝倉書店

R. H.  Landau他「 計算物理学I I  ―物理現象の解析・ シミ ュ レ ーショ ン( 実践Pyt honラ イ ブラ リ ー」 朝倉書店

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

授業で提示する 演習問題

期末レ ポート 課題

40% ○ ○

60% ○ ○

注意事項
成績ま たは出席が基準に達し ていない場合は再履修と する 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:suetani@oita-u.ac.jp


R313P067

ナン バリ ン グ

情報物理学( Physi cs of  I nf or mat i on)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 1 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  末谷　 大道

E-mai l    suet ani @oi t a-u. ac. j p   内線   7960

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

ス ピングラ ス 理論に基づく 連想記憶や誤り 訂正符号、 画像修復への応用や変分法や平均場近似を用いた解析など 、 物理学で培われた知見や技術は情報科学に対し ても 大き な

貢献をし てき た。 逆に、 近年発展が著し い深層学習やス パース モデリ ングなど の方法を通じ て複雑な物理現象の理解が深ま る など 、 物理学と 情報科学と の連携が拡がってい

る 。 本授業では、 ニュ ーラ ルネッ ト ワ ーク の数理的な基礎と 物理学の観点から 理解する ための方法論について学ぶ。 さ ら に、 物理学の周辺にある 計算化学・ 量子計算・ 統計

力学・ 数理生態学など の諸分野における 先端的テーマと AI と の関わり について紹介する 。

目標1

目標2

目標3 AI に関する 先端的研究の基礎を築く

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

情報科学における 物理学の重要性を理解する

情報科学に対する 物理学的視点を習得する

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ス ピングラ ス と 相転移（ １ ）1

ス ピングラ ス と 相転移（ ２ ）2

ニュ ーラ ルネッ ト ワ ーク の基礎3

ホッ プフ ィ ールド モデルと 連想記憶4

ス パース モデリ ングと 物理学5

拡散モデルと 生成AI6

物理学の周辺と AI （ １ ）7

物理学の周辺と AI （ ２ ）8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

準備

学修

事後

学修

教科書

特になし

参考書

伊庭幸人「 ベイ ズ統計と 統計物理」 （ 岩波書店）

甘利俊一「 深層学習と 統計神経力学」 （ サイ エンス 社）

岡野原大輔「 拡散モデル データ 生成技術の数理」 （ 岩波書店）

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

授業で提示する 演習問題

期末レ ポート 課題

40% ○ ○

60% ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:suetani@oita-u.ac.jp


R314P068

ナン バリ ン グ

卒業研究( Graduat i on Thesi s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 8 4年
理工学部理工

学科
通年

氏名  末谷　 大道・ 長屋　 智之・ 岩下　 拓哉・ 小西　 美穂子・ 近藤　 隆司

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

１ ． 卒業研究の目的

物理プロ グラ ムで学習し てき た知識を基礎に， プロ グラ ム担当教員の研究室に所属し て， 各研究室の専門領域における 研究活動を通じ て専門的知識を深める と と も に， 実践

力・ 応用力を高めて行く 。 成果物は卒業論文と し てと り ま と める 。

目標1

目標2

目標3 物理分野の新たな課題を探求し ， 問題を整理・ 分析し ， 多面的に考える こ と ができ る 。

目標4 自ら の考えや論点を正確に記述表現し て発表し ， 議論する こ と ができ る 。

目標5 研究者・ 教育者と し ての責任と 社会に及ぼす影響について考える こ と ができ る 。

目標6 自ら 学習目標を立て， 適切に情報や新たな知識を獲得し ， 継続的に学習する こ と ができ る 。

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

広い物理分野の専門知識・ 技術を理解し ， こ れら を応用する こ と ができ る 。

物理学に関する 課題を検討し , 期間内に計画的に研究を遂行し ， ま と める こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

１ ． 卒業研究の形式・ 進め方1

各研究室の研究テーマに従って， ゼミ ナール形式など で実施する 。2

各研究室における 卒業研究テーマによ る 。 研究室配属前に指示がある 。3

３ ． 卒業研究評価時期4

４ 月： 研究室配属の正式決定5

９ 月： 中間発表と 要旨提出6

学年末： 卒業論文と 要旨提出・ 卒業論文発表会7

8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

卒業研究で取り 組む自主的な研究そのも のがアク ティ ブラ ーニングであ

る 。

ゼミ や演習など で、 問題点の討論を行う こ と で実践的な能力を

身につける 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

各研究室で指示する 。準備

学修

事後

学修

各研究室で指示する 。

教科書

各研究室で指示する 。

参考書

各研究室で指示する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

ゼミ での発表

実験， シミ ュ レ ーショ ンへの取り 組み

卒業論文

卒論発表

40% ○ ○ ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○

10% ○ ○

10% ○

注意事項
卒業研究を履修する ためには， ３ 年次終了時に卒業研究着手要件を満たし ている こ と が必要。

備考

リ ン ク
URL


